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訂正

写真図版の出土遺物図版 5、 102 SE01 1380の 丸瓦凸面の写真とCD掲載の写真は、

SD02出土未報告丸瓦の写真でありましたので訂正します。
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例  言

。本書は、株式会社和田コーポレーションのマンション「ロイヤルガーデン大手町」建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査の報告書である。

。調査地住所は丸亀市大手町三丁目1番23号で、敷地内の主要な遺跡は丸亀城跡の武家屋敷地遺構と近

代の陸軍関係遺構である。

・株式会社和田コーポレーションと丸亀市が埋蔵文化財調査協定書を締結し、丸亀市教育委員会指導の

もと丸亀市教育委員会文化課 東 信男と高畑 裕が埋蔵文化財発掘調査を担当した。
・埋蔵文化財調査協定書は (仮称)ロ イヤルガーデン大手町建設に伴う埋蔵文化財調査管理業務とし、

業務期間は平成18年 5月 8日 から平成 19年 9月 30日 までとした。

・埋蔵文化財発掘調査は平成18年 5月 8日 ～平成 18年 7月 31日 まで実施した。

・整理作業は平成18年 8月 1日 ～平成 19年 7月 31日 まで実施し、土器の注記・実測作業、写真撮影、編

集作業を実施した。

・報告書の執筆及び編集は東 信男がおこなった。
・報告書の作成に当っては、下記の方々のお世話になつた。謝意をいたします。

株式会社和田コーポレーション 和田康博 内海祐一郎 三宅洋史
堀家守彦 遠藤 亮 片桐孝浩 (香川県埋蔵文化財調査センター)川 畑 聡 (高松市教育委員会)
大島和則 (高松市教育委員会) 佐藤亜聖 (財団法人元興寺文化財研究所) 乗岡 実 (岡 山市教
育委員会) 福原茂樹 (広島市文化財団) 荒木幸治 (赤穂市教育委員会) 大北知美 (丸亀市立
資料館) 吉久由紀子 (丸亀市立資料館) 吉澤加代子 (多度津町教育委員会)
。記録類や出土品は、丸亀市飯山中央公民館、九亀市金倉現場事務所で整理を行い、図版類は丸亀市生

涯学習センターで、遺物は丸亀市綾歌町栗熊倉庫で保管している。

・作業員の雇用は株式会社和田コーポレーションと満岡組で行い、重機掘削・埋め戻しは満岡組で行っ

た。

満岡組 満岡昌二郎 。松村和夫・林 正弘
作業員 高木繁夫・松内朝彦・松本春夫・伊藤福島・喜岡 茂・末光甲正・窪田静夫・合田 貢 。田
中澤次・西村康夫 。大川義久・辻村敏―・畑尾邦彦・宮武洋子・杉峰ヨシ子

・遺構平面図・土層断面図は丸亀市教育委員会で行い、写真沢J量による遺構平面図・井戸の断面図・溝

跡石列の立面図等の作成を株式会社イビツクが行つた。図面のトレースは北山多佳子、平井佑典が行っ

た。

・陶磁器・墨書土器・橋鉢・石製品等の実測は株式会社イビツクが行い、陶器・瓦等の実測は東信男、

北山多佳子、谷口 梢が行つた。
・出土遺物図版の遺構番号右側の4桁の数字は写真整理番号で、株式会社イビツク受託のもと寿福写真

工房が撮影した。整理番号のないものは、東が行つた。



例凡

方位・高さの表示方法

座標は世界測地系を用いている。座標北は磁北から7° 10/4〃 東へ傾いている。標高は東京湾海水面

を利用している。

遺構・遺物実測図の縮尺等

遺構平面図、土層図はS=1/50と し、縮尺の異なるものは図中に示している。

遺物の縮尺は、土器S=1/4、 瓦S=1/6、 石製品S=1/6。 上製品などの小さなものはS=1/2、 銭と泥面子、

小型の上錘はS=1/1で ある。

本文中の上層及び遺物に関する表記『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修・

財団法人日本色彩研究所色票監修)に依拠した。
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第 1章 経 過

第 1節 調査の経過
調査の原因

丸亀城跡大手町地区は土器川などの河川によつて形成された丸亀平野の中央部やや北寄りに位置する

丸亀城跡の北側旧一番丁から四番丁、現丸亀市大手町にあたる。香川県丸亀市大手町三丁目1番 23号に

所在する遺跡である。遺跡は丸亀城外濠内に隣接する武家屋敷地であり、標高は約5,7～ 5.8m前後を計

る。

この遺跡に隣接する南側では、平成 4年度に丸亀郵便局新築工事に伴い埋蔵文化財発掘調査が行われ、

外濠跡や建物、道路跡、水路、土こうなどが確認された。

当該地は平成17年 8月 2・ 3日 に試掘調査を実施し、丸亀城外濠跡をはじめ江戸時代の遺構が確認さ

れ、九亀城跡大手町地区として周知の埋蔵文化財包蔵地となった。

株式会社和田コーポレーションが、当該地へ分譲マンションであるロイヤルガーデン大手町の建設を

予定したことから取り扱い協議を進めた。

取り扱い協議

平成18年 4月 18日 と27日 に株式会社和田コーポレーションと丸亀市教育委員会は、九亀城跡大手町地

区の (仮称)ロ イヤルガーデン大手町建設に伴う遺跡の保存について協議し、マンション建設現状地盤

から深度 2m程度を掘削するために協定書を締結し、発掘調査を実施した。

遺構の保存協議

調査対象地の敷地は約1770.57ピで、そのうちマンション建設工事部分は、最大幅約18m、 最大長約

32mあ り、面積は約602♂ ある。

平成18年 4月 7日 付け文化財保護法第93条第 1項の埋蔵文化財発掘調査の届出を香川県教育委員会
ヘ

提出し、18教分第692-4号で周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事について発掘調査との回答があ

り、記録保存のための発掘調査を実施した。

埋蔵文化財発掘調査

丸亀市教育委員会は、平成18年 5月 8日 から発掘調査を開始し、平成18年 7月 31日 まで継続して調査

を実施した。調査は、残土置き場確保のため調査区を東西 2分割して西区
。東区として実施した。

試掘調査の結果、最上層の遺構面は現況地盤より深度約80cm付近で確認される。遺構面は 1～ 5面あ

り、調査面積は計約1,232ピ を測る。

全体計画

体制  主体者 株式会社和田コーポレーション

丸亀市教育委員会文化部文化課

担当者 課 長 山田哲也
主 幹 秋山 徹
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副課長 宮浦敬子
担当長 葛西祥志
主 査 東 信男
主 査 西風伸彦
主 任 近藤武司
嘱 託 大野宏和
調査補助 高畑 裕

作業の経過

主な発掘作業は以下のとおりである。

平成18年

5月 8日 (月 )調 査区を西区と東区に分け、西区から調査を開始する。西区の重機掘削。
5月 9日 (火)重 機掘削。
5月 10日 (水)重機掘削。
5月 H日 (木)午 前中、水抜き。午後、重機掘削。
5月 12日 (金)重機掘削。
5月 15日 (月 )土 層の清掃と精査、調査区略図作成、試掘 トレンチ確認作業、SK05検出作業。
5月 16日 (火)各 遺構の精査、SD01掘 り下げ。
5月 17日 (水)基 準点測量。水抜き。
5月 18日 (木)壁 面の上層写真撮影、土層実測 (SK05・ 03・ 12、 SD01・ 02・ 03)、 人力による各遺構

の検出作業。

5月 19日 (金)西 半分の精査。
5月 21日 (日 )水 抜き。
5月 22日 (月 )北 東部第 5層・第 6層造成上を重機による掘り下げ。SK05。 16・ 17・ 18・ 19・ 20・ 10

・ 8・ 9検出作業。SD01方向確認。SK22確認。SK04精査完了。SK03・ 07写真撮影、全

体の写真撮影。

5月 23日 (火)水 抜き
5月 24日 (水)中 央部から東側の写真撮影。SK03完掘。SK02掘 り下げ、土層実測、写真撮影。SK05掘

り下げ。精査後遺構がないので重機掘削。

5月 25日 (木)南 側の重機掘削。SK05掘 り下げ。SK25・ 26掘 り下げ。SK24・ 16土層実測。SD04掘 り下
げ、土層実測。SK18掘 り下げ、土層実測、写真撮影。SK33掘 り下げ。SK20土層実沢」、

掘り下げ。SK26掘 り下げ、土層実測。SK02土層実測、掘り下げ。調査区南壁精査。

5月 26日 (金)SK05最下層掘り下げ。写真撮影、土層実測。SK02人力掘削、レベル実測、写真撮影。

SK18・ 21・ 28掘 り下げ。SK16・ 24・ 25。 26・ 28土層実浪J、 写真撮影。

5月 27日 (土)水 抜き
5月 29日 (月 )SK02実沢J、 写真撮影、完掘。SK17・ 18・ 19完掘。SK16・ 24・ 25・ 26・ 08・ 09・ 28・ 31

・32掘 り下げ。

5月 30口 (火)SK19土層実測。SK28・ 31・ 32・ 33・ 30掘 り下げ。SK34・ 32・ 33・ 31・ 28・ 19・ 29完掘。

東壁土層実測。SD04掘 り下げ。SK31・ 33・ 32・ 29掘 りきれていないことを確認。

5月 31日 (水)SK32・ 33掘 り下げ、清掃。写真測量 (1回 目)。 土器洗い、遺物分類。
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6月 1日 (木)重 機掘削。基盤層の精査。土器洗い、整理。
6月 2日 (金)重 機掘削、人力による灰色粘質土掘り下げ、精査。
6月 5日 (月 )精 査、清掃。
6月 6日 (火)写 真測量 (2回 目)。 西壁 。東壁・北壁土層実測。
6月 7日 (水)SK21掘 り下げ、土層実測。各壁面の上層写真撮影。重機による埋め戻し。

6月 8日 (木)西 区重機による埋め戻し。東区調査開始。重機掘削。
6月 9日 (金)東 区重機掘削。
6月 12日 (月 )重 機掘削。土層精査。基準J煮測量。
6月 13日 (火)基 準点測量。第 1面平面実測。精査。試掘 トレンチの土取り除き。北側 2面直上まで

重機掘削。

6月 14日 (水)1面 SK40掘 り下げ。精査。平面図・土層図作成。
6月 16日 (金)基 準杭設置。試掘 6ト レンチより北側精査。南側かく乱層取り除き。試掘 6ト レンチ

の土層精査。SX10精査。

6月 19日 (月 )試 掘 6ト レンチより北側精査完了、清掃、写真撮影。SX04検出、SX10の石列検出作業。
かく乱層取り除き。

6月 20日 (火)SX04写真撮影、取り除き。SD10検出作業、土層実測。SX10石列、瓦の遺物廃棄状況の

確認。SX20コ ンクリー ト取り除き後に検出作業。

6月 21日 (水)SD10西側肩出し。SX04下層の黄色土取り外し。SD10西側石列の検出作業。SX20、 検出

作業、清掃、写真撮影。SX10、 清掃、写真撮影、石列取り除き。SX12・ 13清掃、写真

撮影、平面実沢I。

6月 22日 (木)水 抜き
6月 23日 (金)水 抜き
6月 26日 (月 )水 抜き。SX10断面実測。
6月 27日 (火)水 抜き。平面図作成。SP■・ 13、 SK57土層図作成。SP10、 SK48完掘。SD10精査。SX14

検出作業。SX10検出作業。SX20清掃。SK49・ 50・ 56精査、写真撮影。北側写真撮影。

6月 28日 (水)水 抜き。SD10検出作業。SX10は井戸を廃棄した遺構であることを確認、SE01とする。
SE01掘 り下げ。井戸跡を確認。SP12、 土層、写真、完掘。北側清掃。SX20清掃。

6月 29日 (木)水 抜き。SD10清掃、写真。SK53・ 54・ 52精査、清掃。SK56・ 49・ 50掘 り下げ、土層実
測、完掘、写真撮影。SE01掘 り下げ写真。写真測量 (第 3回)。

6月 30日 (金)東 区東壁、北壁土層実測c
7月 3日 (月 )水 抜き。SD10石列外し、下部レベル実測、掘り下げ、写真撮影。重機掘削。下層の精

査。

7月 4日 (火)試 掘 6ト レンチ南土層書き足し、北上層実測。SP14土層実測、写真撮影。SK68・ 67・
59土層実測、写真撮影。SK59・ 60・ 61・ 63・ 64・ 65・ 66・ 73・ 74・ 67・ 68・ 69・ 70・

71・ 72・ 75。 76・ 77・ SP14の平面実浪J。

7月 5日 (水)SK59・ 62・ 63・ 79・ 71・ 72・ 70・ 67・ 68・ 69・ SP14完掘、写真撮影。下層の灰白粘質

シル トより須恵器片出土。SK60・ 65・ 75・ SX15検出作業。

7月 6日 (木)SK65完掘。平面実測。

7月 7日 (金)SK83・ 76完掘。SK82・ 73掘 り下げ。SK60・ 74・ 77・ SE01土層実測、写真撮影。
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7月 9日 (日 )水 抜き
7月 10日 (月 )SE01清掃、写真、掘り下げ、井戸内石組み天端より3mま で瓦・石・コンクリー ト出

土。SK60・ 73・ 94・ 78掘 り下げ。北側包含層掘り下げ。SK82・ 81・ 85・ 86完据。SK77

完掘、肩据り過ぎ。

7月 ■日(火)SE01清掃、写真、写真測量。SK73・ 60掘 り下げ、土層実測、完掘。SX74写真撮影、完

掘。SDH土層実測、完掘、写真撮影。清掃。写真測量 (4回 目)。

7月 12日 (水)】ヒ壁、東壁土層実測。SK88・ 89掘 り下げ、土層実測、写真撮影。遺物選別。

7月 13日 (木)SXll検出作業。宝篠印塔の塔身部出土。SK87・ 88写真撮影、完掘。重機掘削。精査。

7月 14日 (金)下 層精査。SXll・ SK89検出作業。
7月 18日 (火)SXll検出作業、写真撮影、掘り下げ。市営住宅跡地より上こう検出。北側精査。

7月 21日 (金)SK90検出作業。SX■掘り下げ、土層実測、写真撮影。SK90。 SXll平面実沢1、 レベル実

測。中央と西部の灰白粘質シル ト取り除き。南側精査。

7月 22日 (土)SK90清掃、写真撮影。SX■完掘、写真撮影。SE01検出作業。北側清掃。

7月 23日 (日 )SE01掘 り下げ、井戸底の確認、完掘、清掃、写真撮影。北側清掃。

7月 24日 (月 )清 掃、SE01清掃。
7月 25日 (火)清 掃、写真測量 (5回面)。 SE01写真測量。遺物運搬、道具片付け。
7月 26日 (水)土 層書き足し。SE01掘 り方の確認。埋め戻し。
7月 27日 (木)南 壁土層実測。埋め戻し。道具運搬。
7月 28日 (金)埋 め戻し。
7月 31日 (月 )埋 め戻し完了。写真撮影。調査完了。

第 2節 整理作業の経過
体制 主体者 株式会社和田コーポレーション

丸亀市教育委員会文化課

担当者 東 信男
高畑 裕
谷口 梢
北山多佳子

株式会社イビツク

寿福写真工房

作業の経過

遺物の洗浄は、東信男、高畑裕の指導のもと発掘作業員が行つた。

遺物の注記は株式会社イビツクが、陶磁器や橋鉢等の測量は株式会社イビツクと陶磁器、陶器、瓦の

実測は谷日梢、北山多佳子が、瓦の拓本は谷日、北山が行つた。

遺物の写真撮影は、株式会社イビツク受託のもと寿福写真工房で実施し、追加分は東が行つた。

本文の執筆は東信男が行い、編集は東、高畑、谷日、北山が実施した。
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第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

第 1図 遺跡位置図

よつて形成された沖積平野である。

香川県は四国東北部に位置する全国で最小の県であ

る。北側は瀬戸内海を挟み岡山県と相対し、南側は阿

讃山脈で徳島県と画している。土地面積に占める平野

の割合は高く、主な平野は西から二豊平野・丸亀平野

・高松平野・志度平野などがある。

丸亀平野は、土器川が主として形成した堆積平野で

ある。北部の低地では土器川の古扇状地が沖積世初頭

の海進で浅海に沈み、その後の海退で海面上に現れた

海岸平野の上に、土器川や金倉川などの河川の堆積に

地形はほとんど起伏がなく、河川上流地帯の地質に由来する砂礫あるいは泥によつて形成されている。

丸亀城のある亀山は、山上部の基盤岩は新第二紀讃岐層群の風化疑灰岩、南側は中生代白亜紀領家花南

岩類強風化花商岩となっている。城内西側にある丸亀市立資料館と亀山の間にある「かぶと岩」はマグ

マが吹き出た沿道部が風化してできた岩頸と呼ばれるものである。

亀山北側の大手町の調査では、丸亀平野で見られる黄色粘質シル ト層が検出される。

城跡北側の高い箇所は、古代以降には陸地になっていたものと考えられる。

昭和60年『香川県地名大辞典37香川県』

平成 7年『新編九亀市史 1 自然 。原始 。古代 。中世編』
青葉工業株式会社 平成 6年 「平成 6年度史跡丸亀城跡帯曲輪南石垣修理に伴う地質調

青葉工業株式会社 平成 7年「平成 6年度史跡丸亀城跡帯曲輪石垣修理に伴う地質調査」

第 2節 歴 史 的環境
丸亀市内には旧石器時代から近世まで様々な遺跡が分布する。旧石器時代の主要な遺跡としては市の

ほぼ中央部を横断する四国自動車道の建設に伴い確認された丸亀市三条町の「三条黒島遺跡」がある。

縄文時代の遺跡としては、市の南西部の九亀市総合運動公園周辺にある「平池西遺跡」や 「平池南遺

跡」で滋賀里期の上器を包含する河川跡などが見つかつている。

弥生時代の著名な遺跡としては、「平池西遺跡」などに隣接する弥生時代前期中ごろから中期初頭の

多重環濠集落である「中の池遺跡」がある。飯野山山頂には弥生時代中期の祭祀遺構である「飯野山山

頂遺跡」や飯野山西麓には後期の高地性集落である「飯ノ山西麓遺跡」がある。

古墳時代の遺構としては、前期古墳は、青ノ山南麓の市指定史跡である吉岡神社前方後円墳、飯野山

東裾にある三ノ池前方後円墳、国道33号線沿いにある国指定史跡の快天山古墳や県指定史跡の陣の丸古

墳がある。後期の横穴式石室をもつ古墳は青ノ山や飯野山に点在している。

古代の遺跡としては古代寺院である田村町に田村廃寺、郡家町に宝憧寺、飯山町に法勲寺、綾歌町に

角川書店

丸亀市

丸亀市・

査」

丸亀市・



司 第 1次丸亀城大手町地区
2 第 2次丸亀城大手町地区
3 第 3次丸亀城大手町地区
4 第4次丸亀城大手町地区
5 丸亀城跡
6 中津城
7 田村遺跡 (田村廃寺)
8 青ノ山古墳群

9 吉岡神社前方後円墳
10 下津川遺跡
11 川津下樋遺跡
12 中の池遺跡
13 平池西遺跡
14 平池南遺跡
15 平池東遠跡
16 田村池遺跡

17 旧練兵場遺跡
18 中村廃寺跡
19 善通寺旧境内
20 竜川五条遺跡
21 三条番ノ原遺跡
22 三条黒島遺跡
23 郡家原遺跡
24 郡家―里屋遺跡

第 2図 遺跡分布図

25 郡家大林上遺跡
26 郡家田代遺跡
27 川西北原遺跡
28 川西北七条 I遺跡
29 川西北七条Ⅱ遺跡
30 川西北鍛冶屋遺跡
31 飯野東二瓦礫遺跡
32 飯野山西麓遺跡

飯野東分山崎南遺跡
飯野山山頂遺跡
三ノ池前方後円墳
川津東山田遺跡
宝憧寺跡
垂水妙見遺跡
法勲寺跡
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横山廃寺などがある。

中世は市内南部の綾歌町の山なみには、市指定史跡の栗熊城跡や西長尾城跡がある。この西長尾城は

長宗我部氏の家臣国吉甚左衛門が入城し国吉城とも呼ばれている。

近世は市の中心市街地に所在する国指定史跡である丸亀城跡があり、亀山を中心とした高石垣の城郭

と武家屋敷、城下町が築かれた。生駒氏・山崎氏・京極氏が入城し、江戸後期以降、丸亀湊は金毘羅参

詣の入港地として栄えた。

第 3節 丸亀城 の歴 史
天正15年 (1587)、 生駒親正候が讃岐の領主として入封する。東讃に引田城を築城し、天正16年に香東

郡野原庄に高松城を築城する。

慶長 2年 (1597)に西讃岐地方の押さえとして親正候と一正候が亀山に丸亀城築城を開始する。それ

に先立ち生駒氏は、慶長元年に宇多津の三浦より漁夫を移住させている。生駒氏の城郭は尊敬閣文庫や

国会図書館所蔵の絵図によると山上の一ノ段～四ノ段、山下の五ノ段まであり、一ノ段中央部には高さ

二間の天守台石垣が描かれている。現存する天守と場所は異なっており、縄張りも現在残つている形と

はやや違っている。生駒氏の丸亀城は元和の一国一城令により、一旦廃城となり、生駒氏も寛永20年

(1640)、 お家騒動により改易となる。生駒氏のときの絵図には武家屋敷地や城下町の詳細な記載はな

く不明である。

寛永21年、肥前国富岡から山崎家治候が西讃岐の領主として入封し、幕府の許可を得て正保元年 (16

43)に生駒氏の城跡地に築城を着手する。山崎氏は城地選定に時間を要したが、築城にあたつては幕府

から参勤交代の免除と銀300貢が下賜されている。山崎氏の築城を知る手がかりとして、築城開始直後

に作成された正保二年 (1645)に幕府に提出した城絵図「正保城絵図」や改易時に作成されたと推測さ

れる「大洲の図」 (市指定文化財)な どの絵図から山崎氏の築城をうかがい知ることができる。現在の

山上の縄張りは、ほぼ山崎氏の絵図と類似しており、現縄張りが山崎氏の手になるものであることを伺

い知ることができる。また、「正保城絵図」には武家屋敷地や城下町の記載もあり、特に古町と書かれ

た箇所は生駒氏時代からあつた町であると考えられる。山崎氏も嫡主なく絶家となり、万治元年 (1658)、

播磨国竜野から京極氏が入封する。京極氏は山崎氏の城整備を継続し、万治 3年 (1660)に丸亀城天守

の完成、寛文10年 (1670)に大手門を現在地へ建造する。

また、江戸後期になると丸亀城下町は金毘羅参詣の入港地として栄え、福島湛甫、新堀湛甫など港を

整備し、多くの参詣客が九亀を訪れた。

明治以後は陸軍省の管轄となり、明治 7年には丸亀城北側と東側の一番丁から四番丁の武家屋敷地は

立ち退きとなった。武家屋敷地跡には陸軍第十二連隊の営舎が築かれた。城内にも軍の仮司令室等の施

設があり、城内やの武家屋敷地は陸軍の施設として戦後まで使用された。

戦後、軍の営舎の跡は大手町となり、官庁や学校等の教育施設が造られた。調査地は、昭和28年～29

年にかけて耐火 4階建て 2棟48戸の市営 「翠山荘アパー ト」が建設され近年まで使用された。

参考文献

丸亀市教育委員会 昭和63年『讃岐丸亀城研究調査報告書』
丸亀市 平成 6年『新編丸亀市史 2 近世編』
丸亀市 平成 8年『新編丸亀市史 3 近代・現代編』
丸亀市 平成 8年『新編丸亀市史 5 年表編』
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第 3図 丸亀城 日武家屋敷 B城下町

第4節 城絵図について
丸亀市立資料館には、丸亀城の城郭絵図が残されており、これらの絵図をもとに調査箇所の変遷を見

てみたい。

生駒氏時代の城郭絵図は内濠や外濠は描いているが、武家屋敷地を詳細に描いた図面は保管されてい

ない。外濠の形も現状とは違っており詳細は不明である。
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山崎氏時代の城郭絵図は、丸亀市指定の文化財

で讃岐国丸亀城 (14-23)、 通称 「大洲の図Jと 呼

ばれる図面がある。これは、大洲市にあつたもの

で、大洲‖藩主の加藤氏は生駒、山崎両氏の改易時

ともに丸亀城の引き取りをした大名である。城の

詳細な内容や縄張りから山崎氏の改易時の城受け

取り状況を描いた図面であると思われる。この

「大洲の図」は、山上部分の建物や石垣を詳細に

記載するためややデフォルメされている。山下部

分から武家屋敷地についての記載もあるが、屋敷

地の地割りは詳細な記入はなく不明である。当該

r夢」i学
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´
r‐
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,乳
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ャ

、
，古
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  lす

「大洲の図」 (14-23)

箇所の状況を見ると屋敷地と道路、土塁であると思われる。武家屋敷地や城下町の町害1り やその関数、

家臣の配置など詳細を描いた図面は京極氏入封以降のものとなる。

京極氏時代の当該地は丸亀城武家屋敷地、四番丁の一角にあり、外濠西面に接する。丸亀市立資料館

所蔵の絵図で武家屋敷地を詳細に描いている絵図を外濠から郭内へ施設配置状況を見る。

① 寛文年間の絵図 (1411)1661～ 1672

外濠の上塁があり、鍵型に屈曲した道路と屋敷地

が描かれる。当該地は外濠土塁内側の空白地となつ

ている。

② 元禄年間の絵図 (1445)1688～ 1703

寛文年間の絵図同様、外濠土塁、空白地、鍵型に

屈曲した道路、屋敷地となっている。

外濠土塁内側にはまだ屋敷の記載がない。

第 4図 讃岐国丸亀城絵図

第 5図 寛文年間の絵図 (14-11)

第 6図 元禄年間の絵図 (14-45)
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③ 丸亀城郭及び城下町古地図 享和三年 (1428)
外濠、土塁、屋敷地、道路、屋敷地となる。上記

の絵図との違いは濠端に屋敷地が築かれている。南

北道路から外濠土塁の間は「御竹林」と記載があり、

竹林があつた。東西道路と南北道路が鍵型に交差す

る外濠方向に延長した先に竹林へ入場するための門

であろうか建物が描かれている。また、この竹林の

東側は南北道路に沿う水路も描かれている。竹林す

ぐ北の濠端には屋敷地の記載があり、勝田周蔵の名

が見える。勝田周蔵は「多度津藩分限帳」によると

寛政十二年 (1800)多度津藩大目付の記載がある。

④ 天保十五年甲辰 (1845)九 月 原書文政十一成子
外濠、土塁、屋敷地、道路、屋敷地となる。濠端

にあつた竹林には長屋が築かれ多くの家臣が居住し

ている。また、鍵形に曲がる道路の北側の邸宅は勝

田氏から宮武図南と記載されている。「丸亀藩分限

帳一」に「御側医師 扶持持拾人」宮武図南と記録
が見える。多度津陣屋は文政十年 (1827)に完成し、

同十二年に多度津へ移つているため、御用所は空白

となり、郭内の家臣名も変更が見られる。

⑤ 嘉永七年 (1854)季春 園亀家中屋敷割 (14-32)
幕末の頃を示す絵図である。

外濠、土塁、屋敷地、道路、屋敷地となる。道路

は鍵型となっている。長屋は「新御長屋」とあり、

家臣名の記載が減少している。この北側の濠端の屋

敷地は宮武氏に代わり三百石持ちの斉藤正左工門と

記載されている。 「丸亀藩分限帳二」にある三百俵

網干郡代斉藤勝左衛門 (正左工門)の ことであろう。

第 8図 天保十五年甲辰 九月
原文文政十一成子 (14-40)

1違ド諄寺残il

丸亀城郭及び城下町古地図

享和三年 (1牛28)

この辺りの武家屋敷地は、壱岐様御用所や林求馬等の多度津藩の家臣名が伺える。

第 9図 嘉永七年 国亀家中屋敷割 (14-32)

これらの絵図を見ると京極氏時代の道路や屋敷割りはあまり変化がない。京極氏初期頃の外濠端の当

該地の記載資料はなく不明であり、今後、資料を収集し検討する必要はあるが、19世紀初頭から幕末ま

での頃は絵図による変遷は可能である。19世紀初頭は勝田氏の屋敷地と竹林、19世紀中頃は宮武氏の屋

敷地と長屋、幕末は斉藤氏の屋敷地と長屋として使用されていることが確認できる。

1802
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資料協力 九亀市立資料館
讃岐國丸亀城  「大洲の図」 整理番号 (14-23)市指定文化財

寛文年間の絵図 整理番号 (14-H)
元禄年間の絵図 整理番号 (14-45)
丸亀城郭及び城下町古地図 享和 2年 整理番号 (14-28)市指定文化財

天保十五年甲辰 (1845)九月 原書文政十一成子 整理番号 (14-40)

嘉永七年 (1854)季春 園亀家中屋敷割 (14-32)

参考文献  丸亀市 平成6年『新編丸亀市史4 資料編』
丸亀市 平成8年『新編丸亀市史5 年表編』

第 3章 試掘調査の方法と成果

試掘調査の成果

試掘調査は敷地内に所在する外濠の確認と遺跡の確認を実施した。外濠は調査地西端の第 5ト レンチ

で確認された。第 1～ 4、 7ト レンチでは、市営「祭山荘アパー ト」に伴 うかく乱を確認した。概ねど

のトレンチも近代以降の軍隊施設等の建設による開発によりかく乱を受け、残りは悪いものの第 6ト レ

ンチ東側や西側など遺構面が数面確認できた箇所もあり、外濠や武家屋敷地の変遷を知ることができる。

／
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3ト レンチ
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第10図 試掘 トレンチ位置図
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当該調査 の実施 に当たつて設定 され た 目的や課題

試掘調査西端で検出された丸亀城外濠跡は掘削が及ばないことから現況保存とし、ロイヤルガーデン

大手町建設に係る箇所の記録のための発掘調査を実施した。

調査地は第13図調査位置図のとおりである。

調査地は、近代以降に軍施設として使用され、その後、市営祭山荘アパー トとして、最近まで利用さ

れていた場所である。近現代のかく乱が著しいなかで、造成に伴う生活面の形成をどれだけ検出できる

か、また、調査事例も少ないことからどのような遺構が残つているか把握することに努めた。

第4章 発掘調査

第 1節 土層序
現況地面は標高5。 7～ 5。 8mである。市営翠山荘アパートを解体した後に造成した花闘土が約0.4m程度あ

り、その下はかく乱層が全体に広がる。

調査地で遺構面が残つているところは西面で標高5。 2m、 北面で4.8m、 東面4.5～ 4.6m、 南面で4.3m、 中

央南北断面で4.6mである。

遺構面は5面検出しているが、第5面は近現代で標高5.0～ 5.2m以上でかく乱を受けているため残りが

悪い。第 4面は標高4.8～ 4.9mである。第 3面は標高4.7mで ある。第 2面は標高4.6mで ある。第 1面

4.2mである。標高4,2m～ 4.3mは黄色粘質シル ト層の基盤層であり、この層より下層での遺構は検出され

なされなかつた。

調査区南側の市営翠山荘アパート建設及び解体に伴う掘削は基盤層より下まで掘削が及び遺構の残り

が悪く、調査区全体にも近代以降のかく乱が多く全体的に残りは悪かつた。

ただ、東北側の残りは良く遺構も良好に残つていた。                  ‐

調査地の堆積状況から丸亀城北西側の当地は、須恵器や石器片が出土していることから古墳～古代頃

にはすでに海ではなく安定した陸地となつていたことが分かる。
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土層①

花簡土
か《乱層
25Y7/4浅責色細砂(小石を多■に含む。石の裏込め)
10YR71灰白色粘質細砂(小石、炭を多量に含む)
10YR3/2灰 自色ンルト(10YR3/6資橙始質ンルトを含む)
25Y7/2灰黄色粘質細砂
25Y7/2灰責色細砂lllヽ石を含む)
25Y7/2灰責色粘質シルト
10YR6/4に ぷい資橙色粘貨シルト
25Y3/2黒褐色細砂(灰、しつくい含む)
25Y3/2黒褐色粘質■
25Y5/1黄灰色(厠
25Y74オ リーブ褐色粘質細砂(かなり回い)
25Y5/6黄褐色細砂(1～飾の小石を多二に含む)
25Y5/1費灰色粘賞細砂(かく乱をうけている)
25Y5/6黄褐色細砂(4ヽ石と礫を含み固い)
25Y5/4黄褐色細砂
25Y3/3暗オリーブ褐色細砂(粘賞土、コンクリート片含む)
25Y4/3オリープ偶色4BI砂上層は25Y5/4黄褐色細砂唐とやや明るい砂(炭含む)
10YR3/4贈 褐色粘質細砂(1ヽ石、瓦、遺物含む)
25Y3/1黒褐色粘質細砂 (砂質が糧い。員殻等含む)
25Y3/3暗オリーブ褐色粘質細砂(遺物、良般等含む)
5Y3/1オ リーブ黒粘質細砂
10YR6/3に ぷい黄橙色粘質■
10YR6/4に ぷい黄桂色粘貨シルト

W

L=5.00m

土層③

花高土
6Y3/2オ リーブ黒色細砂
10YR7/1灰 白色粘賓細砂(1ヽ石と炭を多量に含む)
10VR6/4に ぷい資橙色粘質シルト
10VR4/4福 色炭(2～ 511m程度の礫含む。遺物含む)
25Y4/2晴灰責色粘資シルト (小石含む)
かく乱層(炭層及び軍隊のレンガ含む)

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

S
L=5 00m

Ｎ
一

Ｎ

一S

L=5.00m

土層②

花高土
かく舌し層
10YR7/1灰 白色粘質細砂(1ヽ石、炭を多量に含む)
10YR6/4に ぷい黄後色粘賃シルト
25V3/2黒褐色細砂(灰、しつくい含む)
10YR6/3に ぶい貢橙色粘資土

土層⑤
l 花高■
2 5Y3/2オ リーブ黒色細砂
3 かく乱層(炭層及び軍隊のレンガ含む)
4 10YR7/3に ぶい黄橙色粘質シルト(10YR3/6黄機色10YR8/2灰 白色ンルトを捜拌して含む)
5 25Y4/4オ リーブ禍色粘質細砂
6 25Y5/3黄 褐色粘貨細砂(礫多量に含む)
7 25Y3/3暗 褐色粘質細砂(炭含む)
8 25Y74オ リープ褐色粘質細砂
9 10YR7轄色粘賞細砂
10 10YR3/2灰 白色粘貨シルト(10YR3/6黄種色粘質シルト唐混る、マンガン含む)
11 25V6/■こぷい資色粘質細砂(10YR6/8明黄福色細砂含む)
12 10YR5/8資 褐色細砂(粘賞性高い)
13 10YRV4褐色茂12～ 51m4度の礫含む。遺物含む)
‖ 10YR6/8明 黄褐色シルト質細砂
15 25Y5/2晴 灰黄色種細砂(炭含む)
16 10YRS/2灰 黄福色粘質シルト
,7 25Y4/3オ リーブ褐色粘賞細砂(やや粘質が強い)
18 10YR5/6黄 褐・B粘質細砂
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12

10YR2/3黒褐色炭
かく乱層(炭層及び軍隊のレンガ含む)
25Y4/4オリーブ褐色粘質細砂(遺物、炭含む)
25Y5/3黄褐色粘質シルト(中～下層にかけて
25Y7/3浅黄色ンルトが視拌したように合む)
25Y7/3浅黄色ンルト
25Y7/2灰白色粘質ンルト

⑥

花簡■
かく乱層
25Y5/4黄褐色粘賞細砂
25Y5/1黄 医色粘質細砂
10YR473に ぷい資褐色シルト(黄色シルト含む)
25Y5/4費 褐色細砂(黄色粘土含む)
25Y6/2灰責色細砂(2 5YO/6明貨褐色粘質細砂と小石を含む)
2 SY4/4オ リーブ福色細砂
25Y5/4黄 褐色粘質ンルト(黄色絡土粒状に含む)

10 25Y5/4黄 褐色シルト
11 25Y6/3に ぷい糞色粘質シルト
12 25Y5/4黄 褐色粘質シルト
,3 25Y5/2暗 灰黄色粘質土
14 10YR5/,灰 黄褐色粘質細砂 lplヽ 石含む)
15 25Y4/4オ リーブ褐色粘質細砂(炭含む)
16 10YR6/4に ぶい黄橙色粘質ンルト
17 111YR6/割 三ぷい黄橙色粘質シルト(礫含む)
18 2 5YG/狙三ぷい黄色粘質ンルト

19 10YR7/8黄 橙色賠質細砂(小石、追物含む)
20 2 5YG/4に ぷい黄色粘質細砂(礫含む)
21 25Y5/4責 褐色璃質細砂(1～ 2師の小石多量に混じり、国くしまる)
22 10YR6/割 工ぶい交橙色粘質シルト
23 25Y4/4オ リーブ褐色粘質細砂(炭含む)
24 25Y5/4黄 褐色シルト(瓦含む)
25 2 SY3/3暗 オリーブ褐色粘質細砂(炭含む)
26 10YR4/4褐 色粘質細砂(小石が多量に混じり、固くしまる)
27 10YR4/44H色 姑質細砂(小石、遺物含む)

28 10YR5/8責 褐色細砂(礫含む)
29 10YR4/4褐 色粘質細砂層(炭上層に広がり2～ 5cm程度の礫含む遺物包含層)
30 10YR5/6黄 褐色粘質細砂(2mm程度の小石を含む)SK32
31 25Y6/6明 資褐0お質細砂
32 25Y6/4に ぷい黄色粘質細砂(小石、遺物含む)
33 25Y5/3責 褐色お資細砂(5～ 10cmの河原石を含み、箇くしまる)
14 25Y5/4黄 褐色制砂(小石含む)
35 25V6/6明 黄褐色ンルト
36 25Y6/6明 責褐色粘資シルト
37 10YR7/8黄 継色粘賞シルト

14 之5Y4海オリープ褐色粘質細砂 (小石を多量に含む)
15 10YR6/6明 責褐色粘貿tB砂 (4ヽ石を含み、回くしまる)
16 欠番
17 10YR7/3に ぶい黄構色ンルト
13 ,OYR6/3に ぶい資橙色粘質シルト
19 10YR6/8明 貨撮色粘質ンルト(鉄分を含む)
20 'OYR6/■こぷい黄橙色シルト
21 10YR6/6明 黄褐色粘質細砂(1ヽ石を含み、回くしまる)
22 10YR6/8明 黄福色猫質シルト SK69
29 10YR6/0明 黄福色細砂(1～ 2mmの小石を含む)SK69
24 25Y3/3晴 オリーブ褐色粘質細砂 SK63
25 10YR7/8黄 橙色結質ンルト
26 10YR6/3に ぶい黄機色粘資シルト

造成■1

0     1m
中
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⑤

Ｓ
一

土層⑦

l 花簡土
2 かく乱層
3 炭層
4 25Y4/6オ リープ褐色極細砂
5 25Y57/4黄 褐色粘賃極細砂
6 25Y4/6オ リーブ褐色極細砂
7 25Y5/4黄褐色瑞質土(小石を含み、国くしまる。上面に小石がならぷ遺構面)
3 25Y4/6オ リーブ桐色粘質細砂
9 25Y5/4費 褐色粘貿細砂
10 25Y5/1黄灰色粘資細砂
11 10YR4/3にぶい責褐色シルト(黄色ンルト含む)
12 10YR7/4にぶい責橙色ンルト
13 10YR6/4にぶい黄橙色ンルト(上層に小石を含む)1110

①①

/

花臓土
5Y3/2オ リーブ黒色IIE砂
かく乱層(炭層及び軍隊のレンガ含む)
10YR6/2灰 資褐色始質ンルト
25Y5/3黄褐色粘質シルト(中～下層にかけて25Y7/3浅責色ンルトが撹袢したように含む)
,OYR3/6黄 橙色粘資シルト
25Y,/2灰白色粘質ンルト

W

L=5 00m
1   部  構 切   _   2            1 A                                t

第14図 土層位置図・土層図 (1)
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かく乱層 (市営住宅による)
illYR3/6黄 橙色シル ト質粘質止
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花商土

かく乱層 (市営住宅による)

かく乱層
25Y5/6黄褐色粘質細砂
10YR6/4に ぶい黄種色粘質土
10YR6/4に ぶい黄橙色粘質土
25Y3/2黒褐色細砂(灰含む)
25Y5/6黄褐色細砂 (25Y7/3浅黄色粘質ンルト含む)
25Y6/4にぶい黄色粘質シルト
25Y5/6黄褐色粘質細砂

1, 25Y4/3オリーブ褐色粘賢上
12 25Y7/3浅黄色粘質シルト(下層に25Y7/4浅黄色を攪拌して含む)
13 25Y4/3オリープ褐色細砂(コ ンクリートがら含む)
14 25Y4/3オリーブ褐色細砂(コ ンクリートがら含む)
15 10YR5/4に ぶい黄褐色細砂資シルト
16 25Y6/2灰黄色シルト(7 5YR5/8明 褐色シルト層マンガン多量に含む)
17 10YR6/6明 黄褐色粘賃シルト(マ ンガン含む)
18 10YR7/2に ぶい黄橙色シルト(マ ンガン稀に含む)
19 25Y6/4にぶい黄色シルト+25Y7/4浅費色シルト
20 10YR7/6明 黄褐色粘質シルト
21 25Y6/2灰黄色粘資シルト(25Yフ4浅黄色シルトとマンガン含む)

31 炭
32 10YR7/2にぷい黄色細砂 (10YR3/8黄 橙色粘質細砂をブロック状に含む) SK32
33 10YR4/6褐色細砂90Cm程度の河原石を含む)SK65
34 10YR6/2灰黄褐色シルト質細砂・10YR3/8責 橙色粘質ンルト SK65
35 10YR6/2灰黄褐色シルト質細砂 (10YR3/8黄 橙色上をプロック状に多く含む) SK65
36 10YR6/6明黄褐色粘賀極細砂
37 10YR4/3にぶい黄褐色粘質土(4ヽ石をまばらに含む)
38 10YR6/2灰黄褐色粘質細砂(75Y5/8明 褐色細砂を含む)
39 10YR7/2にぶい黄橙色粘質土(小石含む)
40 10YR5/3にぶい黄種色粘質細砂
41 25Y5/2晴灰黄色粘質シルト SK28
42 25Y5/3黄褐色粘質細砂 SK28
43 25Y5/3黄褐色粘質細砂(粘性が強い)SK28
44 10YR6/2灰黄褐色粘土
45 10YR6/3にぶい黄橙色粘賀シルト

10YR5/4に ぶい資褐色粘質細砂(小石、決含む)
10YR6/2灰黄褐色粘質ンルト
25Y7/3浅黄色シルト質細砂
10YR8/8黄 橙色粘資シルト

S

0     1m
中

上層④

l 花商土 (造成上)
2 試掘 トレンチ
3 5Y3/2オ リープ黒色細砂 (10YR7/6明 黄褐色粘質上、灰層、コンクリー トがら含むかく乱層)
4 5Y3/2オ リーブ黒色細砂90YR7/6明 黄褐色粘質上、灰層、コンクリー トがら含むかく乱層)
5 25Y5/2晴灰黄色粘質ンル ト
6 25Y3/3晴オリープ褐色粘貨細砂 (炭、小石含む)
7 25Y4/4オ リーブ褐色粘賀細砂 (傑と25Y5/6責褐色砂をブロック状に含む)
8 10YR4/44B色 粘質極細砂
9 25Y5/4黄褐色細砂 (固 く、小石や炭含む)
10 10YR5/8黄褐色細砂 (礫含む)
11 25Y5/8黄褐色細砂 (10YR6/8明 責褐色粘質上をプロック状に含む。小石も稀に含む)
12 25Y4/3オ リーブ褐色細砂 (2～ 4cmの 小石を多量に含む)
13 25Y4/2暗灰黄色やや粗い細砂
14 炭
15 10YR6/8明 黄褐色粘質土 (Bヽ石を含む)SE01

16 25Y5/3黄褐色粘質細砂(小石含む)SE01
17 10YR3/2灰 白色粘賀土 SE01
18 25Y5/3黄掲色細砂 SE01
19 25Y5/3黄褐色細砂(小石と2mm程度の小石を多量に含む)SE01
20 10YR4/4褐色細砂 (炭含む) 造成上1(上層)
21 10Y諮 /3にぶい責褐色粘質細砂(炭、選物を含む)造成上1(下層)
22 10YR5/4に ぷい責褐色細砂
23 10YR5/4に ぷい黄褐色細砂(地腱ブロック・炭含む)
24 10YRO/3に ぶい黄権色粘質シルト
25 111YR7/3にぷい黄橙色粘覧シルト
26 10YR6/3にぷい黄橙色粘質シルト
27 10YR6/3にぶい黄機色ンルト質細砂
28 25Y5/2暗灰黄色粘質細砂(炭・小石を多量に含む)
29 25Y5/3黄褐色粘質細砂
30 10YR6/2灰黄褐色細砂10YR3/6黄 橙色粘質土と小石を含む)

第15図 土層図 (2)
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土層③

l 花商土
2 か く乱層
3 25Y5/4黄色褐色細砂
4 25Y4/3オ リープ褐色細砂 (灰含む。黄色粘土
プロック状に含む )
5Y5/4黄 色褐色砂

25Y5/4黄褐色粘質細砂
25Y76オリープ褐色細砂
25Y4/6オ リーブ褐色細砂
25Y4/4オ リーブ褐色粘質シルト
25Y6/4にぶい黄色細砂
25Y5/4黄褐色粘質細砂 (黄色粘土プロック状
に含む)
32 25Y4/4オ リーブ褐色粘質シルト
33 25Y6/4にぷい黄色粘質シルト
34 25Y74オ リープ褐色粘質シルト
36 25Y5/3黄褐色粘質細砂
36 25Y3/3暗オリーブ褐色粘質土
37 25Y5/4黄褐色粘質シルト (へ・―ス土ブロック状に
含む)
38 25Y5/4黄褐色粘質シルト
39 10Y5/2オリーブ灰色細砂
40 2 5YG/4にぶい黄色粘愛シルト (小石を含む)
41 10Y5/2オリープ灰色細砂
42 礫層
43 25Y4/3オ リープ褐色細砂
44 2 5YG/3にぶい黄色粘質細砂
45 25Y4/3オ リーブ褐色粘買細砂 (小石を多く含む)
46 10YR5/3にぶい黄褐色粘質シルト (マンガン・小石
含む)
10YR4/4褐 色粘質細砂
25Y5/6黄褐色粘質細砂
25Y76オ リーブ褐色粘質シル ト (小石を多く含む)
25Y5/4黄色褐色粘質シル ト (黄色粘土プロック状
に含む)

25Y5/6黄褐色粘質土
25Y5/4黄褐色粘質シルト(小石と黄色粘土プロックを稀に含む)
25Y6/3にぶい黄色細砂
25Y4/3オ リーブ褐色細砂 SK54
25Y6/6明黄褐色粘資シル ト SK53
25Y4/3オ リーブ褐色細砂 SK53
5Y5/2暗灰黄色粘質細砂 SK53
5Y5/4黄褐色粘質細砂 SK54
5Y5/4責褐色粘資シルトlpl、石を多量に含む)
5Y5/2暗灰黄色粘質細砂 SK54
5Y6/3に ぶい黄色シルト SK70
25Y3/2黒褐色粘質細砂(有機物含む)SK70
25Y5/3黄褐色細砂
25Y5/2階灰黄色粘質シルト(5Y7/4浅黄色シルト含む)
25Y6/6明黄褐色細砂(4ヽ石を稀に含む)
25Y5/3黄褐色粘質細砂 SK70
10YR6/8明 黄褐色粘質細砂(5YR5/8明 赤褐色焼上を含む)SK70

2 5YG/2灰黄色粘質細砂 (小石含む) SK82
25Y5/3黄褐色粘貿土 SK82
25Y5/2暗灰責色粘質土 (黄色粘土プロック状に含む)
25Y5/2暗灰黄色粘質シルト SK82
5Y5/2暗灰黄色粘質ンルト SK82
5YG/2灰黄色粘質シルト (小石含む)
5Y4/6オ リーブ褐色粘質シルト (炭含む) SK82
5Y4/4オ リープ褐色細砂
5Y4/3オ リーブ褐色粘質細砂 (小石を多く含み、

炭混じる 遺構面)
60 25Y4/4オ リーブ褐色細砂
61 5Y72灰 オリージ色粘質細砂 (炭含む)
62 25Y5/3黄褐色細砂
63 25Y4/4オ リープ褐色細砂
64 25Y4/3オ リーブ褐色粘質細砂 (小石を多く含み、
炭混じる)
65 25Y7/6明黄褐色粘土
66 25Y76オ リープ褐色細砂 造成上2
67 25Y5/3黄褐色細砂 (灰色粘質土含む) 造成上2
68 25Y4/4オ リーブ褐色粘質細砂
69 25Y4/2暗灰黄色細砂 (地山をブロック状に含む)
70 10Y6/8明黄褐色粘質土 (小石を含む)
71 2 5YG/3にぷい黄色粘質土 (細砂・小石含む)
72 25Y5/4黄褐色細砂
73 25Y5/3黄褐色粘質シルト
74 25Y7/6明黄褐色粘賀シルト
75 25Y6/4にぶい黄色粘質ンルト
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0     1m
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7

8
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10
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12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

5Y3/3晴オリープ褐色粘質細砂 (小石まれに含む)
5Y4/1黄灰色粘質土
5Y6/4に ぶい黄色粘賀シルト
25Y5/4黄褐色細砂 (25Y7/2灰黄色粘質ンル トを
プロック状に含む)
25Y6/4にぶい黄色粘質シルト
25Y6/4にぷい黄色粘買シルト (小石を含む)
10Y5/2オ リーブ灰色細砂
欠番
25Y4/4オ リーブ褐色細砂
25Y4/6オ リープ掲色細砂
25Y5/6黄褐色粘質シルト
5Y4/3オリーブ褐包粘質シルト
6Y5/2暗灰黄色砂
5Y4/4オリーブ褐色砂
5Y5/3黄褐色粘質シルト
5Y4/4オ リーブ褐色粘質細砂
5Y4/3オリーブ褐色粘質シルト
5Y4/3オリーブ褐色粘質シルト
5Y5/3黄褐色細砂
5Y5/6黄色褐色粘質細砂 (小石を含む)

Ｓ
一

上層⑩

l 試掘 トレンチ
2 花商土
3 か く乱層
4 25Y7/4浅黄色シルト(市営住宅かく乱)
5 10YR5/1褐灰色粘質シルト
6 25Y7/4浅黄色シルト
7 10YR7/1灰自色粘質シルト

花商土

かく乱層
か く乱層 (炭含む )

25Y6/4に ぷい黄色粘質ンル ト
25Y5/6黄褐色粘質土 (小石含む)
26Y5/3黄褐色粘質土 (小石を多く含む)
10YR5/6黄 褐色粘質i SK53
25Y5/4黄褐色粘質細砂 (小石を多く含む) SK54
25Y4/4オ リープ褐色継賀細砂
25Y5/4資褐色粘質シル ト
5Y4/2灰オリーブ色粘質細砂 (炭含む)
25Y5/4責褐色粘質細砂
25Y4/6オ リーブ禍色粘質細砂 (小石含む)
25Y5/4黄禍色細砂
10YR5/3に ぶい黄褐色粘質細砂
25Y4/4オ リーブ褐色粘質細砂 (小石含む)

17 10YR5/8黄 褐色粘質細砂 (黄色粘質細砂をプロック状に含む)造 成±2
18 25Y4/3オ リーブ褐色粘質細砂 成±2
19 25Y5/2黄褐色粘質土 (河原石多く含む)SK52
20 25Y5/2黄褐色粘質土 (地山プロック含む)
21 25Y5/4黄褐色粘質土
22 25Y4/3オ リープ褐色粘買細砂
23 25Y4/4オ リーブ褐色細砂 9cm程度の小石を稀に含む)
24 25Y5/4黄褐色粘質細砂 (1～ 5cm程 度の小石を含む)
25 25Y5/1黄灰色細砂 (5cm程度の小石と炭を含む)
26 25Y6/6明黄褐色粘質シル ト
27 25Y5/2晴灰黄色細砂
23 25Y4/3オ リーブ褐色粘質細砂 SK54
29 25Y6/6晩黄褐色粘質ンル ト(マ ンガン含む)SK53
30 2 5YR6/8明 赤掲色粘賀ンル ト (焼土)SK53
91 25Y5/3黄掲色粘質i1/1ヽ石を多量に含む)
32 10VR5/6黄掲色粘質土 (4ヽ 石を含む)SK53

10

11

12

13

14

15

16

33

34

35

36

37

38

39

40
41

42

43

44
45

46

47

48

49

50 25Y5/3黄褐色粘質シルト SK70
51 10YR6/8明黄褐色粘質細砂 SK70
52 25Y5/3黄褐色粘質細砂(有機物含む)SK70
53 25Y4/2暗灰黄色粘質主(有機物含む)SK70
54 25Y5/3黄掲色粘質シルト SK70
55 25Y5/2晴灰黄色粘質土 SK70
56 25Y6/4にぷい黄色ンルト(黄色粘質土混じる)
57 25Y4/2暗灰黄色粘質土(有機物含む)SK70
58 25Y5/4黄掲色粘質土
59 10YR5/3にぶい黄禍色粘質土
60 10YR7/6明黄褐色粘質シルト
61 25Y7/3浅黄色シルト
62 2 5YG/3にぶい黄色細砂
63 5Y6/2灰オリーブ色細砂
64 25Y5/3責褐色細砂

E

L=5 00m

■
一

脚 l

W

L=5 00m

11理

第16図 土層図 (3)
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第 2節 遺構

時期

須恵器の破片等が出上しており、古代の遺構があると思われるが遺物を包含する遺構はなく不明であ

る。主要な遺構は江戸時代や近代の遺構で、現在の建物跡の基礎もある。

検出面

第 1面は、標高4.Ocm～ 4.2m、 下層が4.Om、 上層が4.2m。 第 2面は4.6m。 第 3面は4.7m。 第 4面

は標高4.9mに遺構面がある。西端で最も残りのよいところは5。 2mで東端の最も戎りのよいところは4.

9mである。最上層で検出される近現代の遺構である。

全体の概要

調査地全体に近代～現代のかく乱による遺構破壊は著しいものの、その中にありながら調査地東側は

最も保存状態が良い。

0          5m

―第17図 調査区設定図 “東区上面遺構平面図
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丸亀城は生駒、山崎、京極氏三代が入城した。生駒氏は慶長 2年 (1597)～ 寛永17年 (1640)まで、

山崎氏は寛永18年 (1641)～ 明暦 3年 (1657)ま で、京極氏は万治元年 (1658)～幕末まで入封してい

る。また、明治 7年に郭内の民家取り払いが行われ、それ以降に軍隊の営舎が築かれる。丸亀城及び武

家屋敷地の大きな画期があるとするとこれらの時期と当該地辺りの屋敷地割りには多度津藩の家臣名が

見られる。多度津藩関係者は文政12年 (1829)に 多度津陣屋へ移住することからこれら少なくとも5期

の画期があると思われる。

調査地の遺構面の残りは悪く、虫食い状態でかく乱が深く及ぶところもあり、それぞれの遺構を面で

捕らえることは困難である。報告は土層の上下関係や出土遺物や画期となる事象等を考慮し、第 1～ 5

期に分類した。

第 1期下層は、屈曲する落ち込みがあり、生駒氏時代のものかそれ以前のものであるが、遺物の出土

がなく時期不明である。第 1期上層は、調査地東側で検出されたSK82やSK86な どの上こうがあたり、遺

物や検出面の状況から江戸初期の遺構、生駒氏時代のものと考えられる。

第 2期は、西側に少し屈曲する落ち込みがあり、外濠土塁の境界線である。調査地東側のSK75、 SK67、

SK68、 SK70、 SK91な どの上こうがこれにあたる。山崎氏か京極氏初期頃の遺構である。

第 3期は、土塁内側にはSK63、 SK31、 SK18、 SK32、 SK65、 SK21、 SK26、 SK69、 SK73、 SK74、 SK56、 SK

62な どの廃棄された遺物を多く包含する土こうも見られる。また、井戸 (SE01)も この時期には石組み

井戸が造られる。SD10西側の掘り込みも遺物の出土はないが先行する溝跡と考えられる。17世紀後半か

ら18世紀中頃の遺構である。

第 4期は、土塁内側は造成上 1による造成がなされる。また、その南側の竹林となつている場所には

SK90、 SK88、 SK48、 SK28、 SK05、 SK20な どの上こうが見られる。屋敷地内は礫敷き遺構であるSXllな ど

がある。SXllか らは宝僚印塔の相輪が出上しており、庭園などあつた可能性もある。SD10は調査地東側

で検出された素掘り溝である。第 4期は19世紀初頭までの遺構である。

第 5期は溝跡SD10の西側に石列が配される。この溝は明治 7年の軍隊関連施設建設による武家屋敷立

ち退き時に埋められたと考えられる。また、この時期には溝のすぐ西側にSB01も確認されている。

SK02、 SK03、 SK04、 SK10、 SK17、 SK53、 SK54、 SK52な どの上こうがあるが、これらの上こうからは主

に19世紀初～中頃の遺物が出土している。主に幕末から明治初頭頃までの遺構である。特に遺物が多く

廃棄されている土こうは、明治 7年の武家屋敷地の立ち退きにあたる廃棄土こうと思われ、これらの遺

物は幕末に当該地に居住していた網干郡代斉藤氏の生活雑器の可能性がある。

近現代は軍隊の遺構があり外濠へ排水する構跡SD02・ 03・ 05が確認された。建物跡では調査地の西側

の外濠端で建物礎石やコンクリー ト基礎、地下貯蔵庫のある木枠のある建物SX20や水溜施設と考えられ

る施設SK40、 SX08・ 09は厠の受け甕と考えられる遺構が検出された。調査地の南側は市営翠山荘アパー

ト建設及び取り壊しによるかく乱を受けていた。

-24-



0              5m

第18図 遺構平面図

-25～26-



遺構

第 1期下層

調査地の西側 (西区)で屈曲する落ち込みを検出している。江戸時代初期頃より古い遺構であるが出

土遺物がなく時期の特定はできていない。

§
が

や
が

＼ く
| が

^ァ め々

/

上レ テ
″絡

鋳 窃

A                                               A'    1 10YR7/3に ぶい黄橙色細砂(プロック状に地山土含む)

蜘      ~:雌

麓 徽 鳶 ≧ 色胸
6 10YR8/2灰 白色粘質シルト
7 10YR6/3に ぶい責橙色粘資シルト
8 10YR7/6明 黄褐色シルト質細砂

n帯 ず欝誘煙暑誕ケt絋蕉覺岳三をと|:I姥
縦筋状に含む)
11 10YR6/2灰黄褐色+10YR5/3に ふい資褐色粘買ンルト

第19図  第 1期下層平面図・土層図

第 1期上層

SK82

長径 240cm以上、短径80cm以上、深 さ35cmの 上こうである。 17世紀前葉の唐津産の皿が出土している。

L淋歴垂≡瑾聖ゴ
止

1 25Y6/2灰 黄色粘質細砂(小石含む)
2 25Y5/3黄褐色粘質土
3 25Y6/2晴 灰黄色粘質土(黄色粘質土ブロック状に含む)
4 25Y5/2暗灰黄色粘質シルト
5 25Y5/2暗灰黄色粘買シルト
6 25Y6/2灰黄色粘質シルト(Bヽ石を含む)

0           1m

第20図 SK82 平面図 B土層図

0              10m

一了 ｒ

・
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SK86

長径 150cm、 短径67cm、 深さ52cmの上こうである。17世紀前半の唐津産の灰釉碗が出上している。

1 10YR5/6黄 褐色粘質土(小石含む)
2 25Y4/3オ リーブ褐色細砂(小石、瓦、黄色粘土ブロック含む)

0          1m

第21図  SK86 E SK75 平面図・土層図

第 2期

SK67

長辺217cm、 短辺143cm(土層位置 170cm)、 深さ5 cmの上こうである。土師質皿が 2点出土している。

A                           A'
L=4 50m                       l

1 25Y5/4黄褐色細砂(2～ 5cm程度の小石を含む)

0           1m

第22図  SK67 平面図・土層図

劇
‐
編
亘
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SK68

長径 198cm、 短径 151cm(土層位置)、 深 さ 5 cmの土こうである。白磁の小杯が出上している。

A                          A'
L=4 50m                       l

1 25Y5/4責褐色細砂(2～5cm程度の小石を含む)

第23図  SK68 平面図・土層図

SK75(第 21図参照)

長径215cm以上 (土層位置)、

している。

短径130cm以上 (上層位置)、 深さ30cmの土こうである。青磁の製品が出土

SK91

長径395cm、 短径200cm、 (土層位置183cm)深さ

26cmの上こうである。直上まで市営翠山荘アパー ト

の建設や解体に伴 うかく乱を受けていた。出土遺物

は17世紀中葉までの磁器の染付皿や青磁鉢、陶器皿

等が出土している。

25Y5/3黄褐色細砂+25Y6/31こ ぶい責色粘質シルト含む
25Y6/4にぶい黄色粘買シルト(マンガン含む)
25Y5/3費褐色シルトに10Y6/1灰 色細砂混じる
10Y6/1灰色細砂

平面図・土層図

師
Ａ
一蜘
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SK70 17c中葉～後半

長径332cm(東壁土層)、 短径■2cm

以上、深さ59cmの上こうである。肥

前産の呉器手碗や上師質皿など17世

紀中頃の遺物が出土している。

25Y5/3黄褐色粘賞細砂
25Y5/3黄褐色粘質シルト(遺物含む)
25Y6/3にぶい黄色シルト
10YR6/8明責褐色粘質細砂(5YR5/8明赤褐色焼土を含む)
10YR6/8明 黄褐色粘賞細砂
25Y5/3黄褐色粘質細砂 (有機物、遺物含む)
25Y72暗灰責色粘質土(選物、有機物含む)
25Y5/3黄褐色粘質シルト
25Y3/2黒褐色粘質細砂 (有機物含む)
25Y5/2暗灰黄色粘質土
25Y6/4にぶい黄色シルト(黄色粘質土混じる)
10YR6/6明 費褐色粘質シルト

第 3期

SK26

長径290cm、 短径168cm(土層位置218cm)、

深さ45cmの上こうである。17世紀中葉～後

半の磁器が出土している。

A
L450m

A'

第25図  SK70 平面図 日土層図

第26図  SK26 平面図 日土層図

＞
「

剖 |

剖 |

0           1m

0            1m

1 25Y4/2暗灰責色粘質細砂
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SK62

長径276cm、 短径257cm(上層

位置288cm)深 さ25cmの上こう

である。18世紀中葉の遺物含む。

第 4期直前頃の遺構である。

SK65

長径313cm(西区東壁

土層より)、 短径294cm、

深さ22cmの上こうであ

る。

18世紀前半の遺物を

含む。

1 なし SK61
2 25Y5/2暗 灰責色細砂 (礫含む)
3 25Y4/4オ リーブ褐色粘質細砂(炭含む)

SK62 平面図 口土層図第27図
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第28図 SK65 平面図 B土層図
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SK31

長径 417cm、 短径

257cm務鷺さ14cmう〔L

の土こうである。

18世紀前半頃まで

の遺物を含む。

下層 (土層図 7層 )

や最下層 (土層図 8

・ 9層 )か ら瓦が多

く出上している。

A

L=4 50m

1 25Y5/2暗灰黄色細砂(25Y6/6明責褐色粘質土をブロック状に含む。) かく乱層
2 25Y5/3責褐色細砂(コ ンクリート基礎の埋土)
3 25Y4/4オリープ褐色粘賀細砂(小石含む)
4 10YR5/8黄 褐色細砂
5 10YR4/4禍 色細砂(炭・遺物含む)
6 25Y6/2灰黄色粘質土(小石多量に含む)
7 25Y5/2暗灰黄色粘質細砂(小石含む)下層
8 10YR5/3に ぶい黄色粘質土 最下層
9 25Y6/3に ぶい責色細砂 最下層
10 25Y5/3責 褐色粘質土

第29図  SK31 平画図 L土層図
SK18

長径 198cm、 短径116cm(土層位置)、 深さ22cmの 上こうである。磁器皿や刷毛目碗など18世紀前半頃ま

での遺物を含む。

0              1m

A

L封 50m

1 25Y3/1黒 栂色粘質細砂 (小石を含む)

A'

0          1m

第30図  SK18 平面図 日土層図
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SK63

長径98cm以上、

の上こうである。

上している。

短径74cm以上 (土層位置68cm)、 深さ23cm

17世紀前半の瀬戸美濃産の天目茶碗が出

▲生柳
2

1 25Y5/4黄褐色粘質細砂
2 25Y5/1責灰色粘質細砂
3 10YR4/31こ ぶい責褐色シルト(黄色シルト含む)

SK69

長径252cm、 短径 193cm(土層位置)、 深さ57cmの 上こうである。

第31図 SK63 平面図 B土層図

18世紀初頭までの遺物が出土している。

Ａ

一飾Ｌ
∬
一

1 10YR5/3に ぶい黄福色粘質細砂(黄灰粘土ブロック含む)
2 10YR7/6明 黄褐色粘質シルト(小石を含む)
3 25Y4/4オ リープ褐色粘質細砂(10YR6/6明黄褐色粘質シルトをブロック状に含む)
4 10YR5/2灰責褐色粘質細砂 (遺物を多量に含む)
5 10YR5/2灰責褐色粘質細砂 (シルトを多く含む。遺物含む)
6 10YR6/2灰責褐色粘質細砂
7 10YR7/3に ぶい黄橙色細砂 (マ ンガン含む)
8 10YR6/2灰責褐色粘質シルト
9 10YR5/2灰 責褐色粘資シルト
10 10YR6/3に ぷい責橙粘賀シルト(細砂層を含む)
11 10YR5/4に ぶい黄褐色粘質シルト
12 10YR6/3に ぶい黄橙色粘質土
13 10YR5/2灰 黄褐色粘質シルト
14 25Y7/2灰 黄色粘質シルト

第32図 SK69 平面図 日土層図

SE01

石組みの井戸である。井戸の掘り方から出上した遺物によると17世紀後半から18世紀初頭の開削が推

測される。内径90cm、 深さ5mで海水面より深くなる井戸である。上部掘り方は 3m、 底部の掘 り方1.5

mあ る。上部から2m地点で掘り方が2.5mと 絞られて周囲に礫を配し上留めを行つている。その下部の

掘り方は2.5mと やや膨らむ上下三段に掘り分けられている。この井戸の掲り方上段の西側で、階段状に

なるSK21が接続し、井戸建設のための資材搬入路となっていた可能性もある。底は木枠等の設置もなく、

砂層に直接石を設置している。底からは真水が湧き出ている。

SK21

長径210cm以上、短径74cm(土層位置45cm)、 深さ40cmある。井戸に関連す遺構と思わる。
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1 25Y5/3黄褐色細砂(10YR6/8明☆褐色粘質土をプロック状に含み、
小石をわずかに含む)SX10
2 26Y4/3オ リーブ褐色細砂 (2～ 4cmの小石を多量に含む)SX10
3 26Y4/2灰黄色やや粗い細砂 SK21
4 炭 SK21
5 10YR6/8明 黄褐色粘質土(小石を含む)
6 25Y5/3黄褐色粘性の高い粘資細砂(小石を含む)
7 25Y5/3黄褐色細砂
8 10YR3/2灰白色粘質土
9 25Y5/3黄褐色細砂(小石と2mn程度の黒色の小石を多量に含む。
遺物含む)

第33図 SE01 井戸・SK21 平面図・土層図

井戸の開削時に伴うもので、石材等の搬入路等の可能性があると思われる。

SX10(近代)

井戸の廃棄状況は、約80cm

まで掘削し、井戸枠の石材を

取外している。埋めた後に丼

戸枠の石材を配置していた。

井戸石組み天端より3mまで

瓦や疑灰岩の流しや建物基礎

と思われる石製品、石、コン

クリー トが出土している。軍

隊時も使用された可能性があ

る。

キロキ
>

釧雷341コ  SX10
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SK74

長径355cm、 短径 198cm、 (土層位置136cm)、 深さ

22cmの上こうである。小石を多く含む層や炭を含

む層があつた。

1 25Y5/6黄褐色細砂
2 10YR5/2晴灰黄色砂 (粘資土が混じる)
3 10YR5/4に ぶい責褐色細砂
4 25Y2/1黒色炭
5 10YR3/4に ぶい黄褐色粘質土(小石と細砂含む)

Ｆ
一飾Ｂ一呻

だ
一

25Y6/3にぷい責色粘質細砂 (小石含む)
10YR5/3に ぶい責褐色細砂
10YR7/6明責褐色粘質シルト
10YR6/4に ぶい責橙色粘質土(1ヽ石を多量に含み、
固くしまる)
25Y6/4にぶい責色細砂 (炭を多量に含む)
25Y6/4にぶい責色粘質シルト(マンガン含む、
遺物包含層)
10YR6/6明資褐色シルト
10YR6/3にぶい責橙色粘質シルト(粒子が細かい)
10YR5/3にぶい責掲色粘質シルト
25Y6/3にぶい責色粘質細砂(小石含む)

0              1m

第36図  SK74 平面図・土層図

SK32

長径206cm、 短径 190cm、

深さ32cm～70cmの上こう

である。上部はかく乱に

あつているが出土遺物は

磁器皿や片口鉢、備前産

播鉢など17世紀後半～18

世紀前半の遺物を含む。
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Ｅ
〔
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黒
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０
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鮮
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Ｔ
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∞

1 10YR5/6資 褐色粘質細砂+10YR7/劉こぷい黄色細砂層   0          1m

第37図  SK32 平面図 E土層図
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SK73

深 さ50cm以上の上こうであるが上層の造成上 1の掘 り込みのため底部の残 りのみで遺構の全体の形は

不明である。遺物も造成上 1の ものを混ぜて取 り上げている可能性が高い。

1 10YR5/4に ぶい黄褐色粘質細砂 (4～ 10nm大の河原石を含む)
2 10YR74褐色粘質細砂
3 25Y6/2灰費色粘質土 (小石を含む)
4 10YR6/6明 責褐色粘質細砂
5 10YR5/3に ぶい資褐色粘質シルト (細砂混しり)
6 10YR6/8明 責褐色粘資シルト
7 10YR6/3に ぷい黄褐色粘質シルト (細砂混しり)

第38図  SK73 平面図 E上層図

第4期

造成± 1(第 15図 土層⑬ 20・ 21層 )
主に18世紀中葉頃の遺物が多いが18世紀後半の遺物も含む造成上である。当初21層を上こうとして遺

物のとりあげを行つたが、広範囲に広がることから造成上 1の下層とした。上層からの掘り返しを受け

ており、取り上げ時に新しい遺物が混入した可能性もある。



造成±2(第 16図  土層③ 66～ 68層 )
調査区東端の北東部で、SD10の東側で検出した造成上である。規模等の詳細は不明であるが、上層に

は小石が混ざり固められた層であり、道路遺構の可能性が高い。

第39図 造成上 1・ 2 平面図

SK28

長径204cm、 短径163cm(東壁土層位置134cm)、 深さ19cm

の土こうである。上部はかく乱にあつており、新しい時期

の遺物が含まれている。主に18世紀中葉頃までの遺物が多

く、19世紀初頭の遺物も含むが、上部はかく乱されており、

新しい時期の遺物が混入した可能性はある。

25Y5/2晴灰黄色粘質シルト
25Y5/3黄褐色粘質シルト質細砂
25Y5/3黄褐色絡質シルト質細砂 (粘質強い)
10YR6/2灰 黄褐色粘上

Ｎ
一輌

ご

み

第40図  SK28 平面図 日土層図



SXll

幅236cm、 深さ12cmあ る土こうであるが、土こう内には礫を配している。南側は市営翠山荘アパー トの

建設や解体時にかく乱を受け

全体の形は不明であるが、こ

の層中から宝僚印塔の相輪が

出土しており、庭園施設の可

能性もある。傑の配されたの

は18世紀末～19世紀初頭頃の

遺物が出上しており、それ以

降の遺構であると思われる。

1 25Y5/3責 褐色粘質シルト(5～ 10cm程度の石と遺物含む)
2 25Y5/3黄褐色細砂
3 10YR6/4に ぶい責橙色ンルト
4 10YR4/4褐 色粘質土
5 10YR5/6黄 褐色粘賀シルト
6 25Y5/3黄褐色粘質シルト (砂層混じる)
7 10YR5/4に ぶい黄褐色粘質シルト
8 10YR5/2灰 責褐色4m砂
9 10YR6/3に ぶい責橙色粘質シルト
10 10YR7/6明 黄褐色粘質シルト
11 25Y5/3責 褐色シルト+25Y6/6明 黄褐色シルト含む
12 25Y5/3黄 褐色シルト+25Y6/6明 責褐色シルト含む
13 10YR6/6明 黄褐色粘質シルト
14 10YR5/2灰 責褐色粘質シルト

SK88

第41図  SXll 平面図・土層図

径142cm、 深さ30cmの土こうである。南側は市営翠山荘アパー トの建設・撤去により全体の形は不明で

ある。

A ∬
一

一〒

/  i:|::S:忌 ;:::「
戸ア

と粘質細砂 (炭、遺物含む)

2 75Y17/1黒色炭
3 10YR7/6明 貴褐色粘質シル ト

第42図  SK88 平面図 L土層図

SK20

長径246cm以上、短径 143cm、 深さ24cmの土こうである。18世紀後半までの遺物を含む。南側は市営翠

山荘アパー トの建設及び解体のときにかく乱を受け全体の形は不明である。
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A

0          1m

SK90

長径600cm、 短径374cm、

く乱にあつている。

第43図 SK20 平面図 H土層図

深さ55cmの上こうである。直上まで市営翠山荘アパー トの建設や解体時のか

0          1m

第44図 SK90 平面図 日断面図
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SK05

長径430cm、 短径294cm(土層位置310cm)、 深さ80cmある。遺物の廃棄土こうである。

:|>g

第45図 SK05 平面図・土層図

SK56

長径173cm以上、短径210cm(土層位置)、 深さ20cm

の上こうである。南側は市営翠山荘アパー トの建設

及び解体のときにかく乱を受け全体の形は不明であ

る。
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1 25Y6/4にぶい責色粘質細砂

第46図  SK56 平面図 口土層図
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SD10

下層は素掘 り溝で、上層は片側に石列を

配する溝となる。

素掘り溝は幅約1.3m、 深さ約70cmある。

その西側の掘り込み①も溝跡と考えられる。

17世紀中頃の山崎氏時代まで遡る可能性が

ある。

下層溝土層図

一〒

ぼ
一Ｂ

一蜘

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

21

25Y5/6黄褐色粘質シルト
25Y76オ リーブ褐色粘質細砂
25Y73オ リーブ褐色粘質シルト
25Y5/2暗灰責色砂
25Y4/4オ リーブ褐色砂
25Y5/3責褐色組砂

第 5期

SD10

下層の素掘り溝は埋められ、

上層は第 5期で西側へ石列が配

されるようになる。長さ500cm以

上、幅86cm。 深さ50cmある。

また、SP10、 12、 13はこの溝

に伴 う柱穴である。特にSP12の

底には礫が敷かれている。

溝は軍隊施設の建設時に埋め

られている。

掘り込み土層図

1 10YR6/6明 黄褐色細砂
2 10YR6/8明 黄褐色粘賢土
3 25Y5/2暗灰黄色細砂
4 25Y4/3オ リーブ褐色細砂
5 10YR5/6黄褐色粘質細砂
(黄色粘質シルトをブロック状に含む)
6 25Y5/2暗灰費色粘質細砂
7 25Y5/2暗灰責色粘質土
8 25Y6/2灰黄色シルト(ベース)

0            1m

25Y5/6責褐色粘質細砂 (小石を含む)
25Y5/4責褐色粘質細砂 (黄色粘土プロック状に含む)
25Y6/4にぶい黄色粘質シルト
25Y5/3黄褐色粘質細砂
25Y74オ リーブ褐色粘質シルト
25Y74オ リープ褐色粘質シルト
25Y5/3黄褐色粘質シルト
25Y4/4オ リーブ褐色粘賞細砂
25Y4/3オ リープ褐色粘質シルト
25Y4/3オ リープ褐色粘質シルト
25Y3/3暗オリーブ褐色粘質土
25Y5/4責褐色粘質シルト(ベース土プロック状に含む)
25Y5/4黄褐色粘質細砂
25Y76オ リーブ褐色細砂(小石を稀に含む)
25Y76オ リーブ褐色粘質細砂(小石を稀に含む)
25Y74オ リーブ褐色粘質ンルト
25Y5/6黄褐色粘質細砂
25Y6/4にぶい責色細砂

第47図  SD10 下層溝 平面図 口土層図
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上層溝土層図 髭」
Δ上柳

25Y5/6貴褐色粘質シルト
25Y4/6オリーブ褐色粘賃細砂
25Y4/3オ リープ褐色粘賞シルト
25Y5/2暗灰黄色砂
25Y4/4オ リーブ褐色砂
25Y5/3黄褐色細砂

25Y5/4黄 褐色路貨細砂 (黄色粘土ブロック状に含む)
9 26Y6/4に ぷい黄色粘質シルト
10 25Y5/3黄褐色粘資細砂
11 2 SYV4オ リーブ褐色粘質シルト
12 26Y4/4オ リーブ福色粘質シルト
13 25Y5/3黄褐色粘質シルト
14 25Y4/4オ リーブ褐色粘質細砂
15 25Y4/3オ リーブ褐色粘質シルト
16 25Y4/3オ リーブ褐色粘資シルト
17 25Y3/3暗オリーブ褐色粘賞土
18 25Y5/4黄褐色粘質ンルト(ベース■ブロック状に含む)
19 25Y5/4黄褐色粘質細砂
20 25Y4/6オ リーブ褐色細砂(小石を稀に含む)
21 26Y4/6オ リーブ褐色粘質細砂lJlヽ石を稀に含む)
2, 25Y4/4オ リーブ褐色粘質シルト
23 25Y5/6黄褐色粘賞細砂
24 25Y6/41こ ぷい黄色細砂

26Y6/4にぶい責色細砂+7 5YR5/6明褐色細砂含む SP1 0
25Y5/2晴灰黄色粘質細砂(10～ 20cmの礫含む)SP13

25Y5/6責褐色粘賞細砂
25Y74オリーブ褐色粘質細砂
5Y73暗オリーブ色細砂
25Y6/2灰黄色粘質土(15cm程度の礫含む)
25Y4/3オ リープ褐色細砂
25Y4/4オ リーブ褐色粘質細砂
25Y5/3責褐色粘賞細砂
25Y5/2晴灰責色粘質シルト
25Y5/3黄褐色粘質シルト
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1 25Y4/2暗灰黄色粘質細砂 (炭 を多量に含む )

Ｅ一『

ξ
Ｏ
Ｖ
ど

５
世
ド
Ｂ

上層溝 平面図 日土層図
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SB01

1間 ×1間の建物で、柱間 2mある。
SP101ま径29cm、 深さ9 cmである。 SP131ま径29cm、 深さ9 cmである。SP121ま長径42cm、 短径40cm、 深さ

12cmで、底に石を敷き詰めている。SPllは径55cm深 さ18cmである。SP48は長径68cm、 短径63cm、 深さ27

cmである。上部はかく乱により削平を受けているので、深さは検出高よりも実際は深いものと思われる。

10YR5/2灰黄褐色粘質シルト(小石含む)
10YR6/4にぷい費橙色細砂

w           E
ロ

ヮ

1 25Y72晴灰黄色細砂(炭多量に合む)

第49図  SB01 平面図 口土層図

SK49

長径213cm(土層では144cm)以 上、短径56cm以上、深さ28cmの 上こうである。SK50と もども軍隊時の建

物SX20によりかく乱を受けている。肥前産呉器手碗が出上しているが埋上を見ると時期は新 しい。

SK50

長径240cm、 短径66cm以上 (上層185× 90)、 深さ14cmの上こうである。磁器碗、土師質皿、瓦等が出土

しているが埋上を見るとSK49と 同様に時期は新しい。
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SK17

長径213cm、 短径 183cm、

瓦が多く出上している。

第50図  SK49・ 50 平面図・土層図

深さ30cmの土こうである。

25Y5/1黄灰色粘質細砂 SP49
25Y5/1黄灰色粘質細砂 SP50
10YR6/2灰黄褐色粘質シルトA

卜4 10m

だ
一

Ａ
覇

-45-

第51図 SK17 平面図・断面図



SK52

長径253cm(東壁土層274cm)、 短径97cm以上、深さ

20cmの 上こうである。東端にある土こうで本来の規

模は不明である。

Ｂ
一

Ｆ
一日飾

1 25Y5/2暗 灰黄色粘質土 (川原石多く含む)

ド

一

ｙ
Ａ一蜘

SK54

長径393cm(土層位置

164cm)以 上、短径 100

cm以上、深さ15cmの上

こうである。焼土層が

混ざる。

SK53

長径313cm(東壁土層

294cO以上、短径46cm

以上、深さ12cmの上こ

うである。SK54よ り上

層遺構である。上部ま

でかく乱が及ぶ。東端

にある土こうで本来の

規模は不明である。

1 25Y5/3黄褐色粘質細砂

第52図  SK52 平面図・土層図
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SK53・ 54 平面図 日土層図
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SK03

長径187cm、 短径108cm、 (土層位置74cm)、

深さ88cmの上こうである。SK02と 同時期遺物

廃棄土こうと思われ、幕末頃の遺物を多量に

包含する。近現代に掘り返されかく乱を受け

ている。

SK10

長径 150cm、 短径 100cm、

深さ約80cmの土こうである。

幕末の廃棄土こうである

が、一度掘り返されている。

また、明治期以降のSD02の

掘り方により削平を受けて

いる。

SK04

長径307cm以上、短径218cm以 上、

深さ22cmの 上こうである。上部ま

でかく乱が及んでいる。

0            1m

0           1m

く
|こ

かく乱層
10YR6/1褐 灰色粘質細砂
10YR1 7/1黒 色炭
10YR4/1褐 灰色細砂
5 10YR4/4褐 色粘質土
6 25Y3/1黒褐色細砂 (遺物多量に含む)

第54図 SK03 平面図 日土層図

10YR4/2灰黄褐色粘質土 (地山をブロック状に含む〉

∬
一

7 5YR5/2灰褐色シルト買極細砂
7 5YR5/1褐 灰色細砂

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10YR4/3にぷい費褐色粘質と
,OYR4/2灰黄褐色粘質土
illYR4/2灰黄褐色粘質土 (小石、lcal程 度の地山ブロックを含む)

II解簗麓鱗」        0      1m
l群 4:劣経螺黒表褐色粘賃上
器鑑劣長殖雹建撮島慈番・

(地山をブロツク状に含む)

第55図 SK10 平面図 t土層図
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第56図 SK04 平面図・土層図



SK02

長径293cm以上 (南北上層 )、 短径 157cm(東西土層 )、 深さ137cmの 上こうである。最下層からは幕末頃の

遺物が多量に出土している。明治 7年に完成する一～四番丁一帯への陸軍の丸亀営舎黛設に伴 う立ち退

き時の遺物廃棄土こうと思われるが、近代現代に掘 り返されかく乱を受けている。

10YR5/2灰責褐色粘質組砂
25Y4/4オ リープ褐色粘質細砂
25Y4/4オ リーブ褐色細砂(小石と25Y4/8粘真シルトをブロック状に含む)
25Y3/1黒褐色灰
25Y74オリーブ褐色粘質細砂
25Y3/3暗 オリープ褐色細砂lrl、石.灰を含む)
25Y4/3オ リーブ褐色粘貨細砂(25Y6/4にぷい責色粘質とをプロック状に含む)
25Y4/1費 灰色細砂(小石含む)
25Y4/3オ リーブ褐色細砂
10 25Y3/1黒褐色粘質細砂(10YR5/6黄褐色粘質■をブロック状に含む。遺物包含層)
‖ 25Y3/3暗オリーブ褐色細砂
12 25Y71責灰色粘貨細砂(炭を含む)

最前   構 †譜 :悟無苫長盤 細砂6師維 卵 石を含0
15 25Y3/2黒褐色細砂(灰、遺物を多二に含む)
16 25Y4/1黄灰色粘貨細砂
17 10YR5/1褐灰色細砂(25γ6/2灰責色猛質■を帯状に含む)
18 2 5YO/3暗オリーブ福色細砂lllヽ石、灰を含む)

第57図  SK02 平画図・土層図

時期不明遺構

SX12

土師質甕が埋められた状態で出上しているが、上部掘削

にあい底部しか残っていない。時期不明である。

0             50cm
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第 5期 (近代 )

近代の遺構は礎石をもつ建物跡やSX20の木枠を組んだ建物遺構、SK40のように粘質上を貼り付けた土

こう、コンクリー ト基礎、SX08・ 09の埋め甕は軍隊時の トイレ甕、溝跡を検出した。特に西側では外濠

へ排水する溝跡を検出した。石組井戸も引き続き使用されていたようである。

溝跡を報告する。

SD02

この場所は外濠内側に沿う溝であり、SD02は南北方向の長さ560m以上、幅72cm、 深さ43cm、 西壁での

深さ約80cmある。ほぼ直角に屈曲して外濠へ排水するようになつている。屈曲部付近でSD05と接続する。

北壁土層断面を見ると本来は20～ 50cm程度の石材を 2段積みした石組溝であつたようであるが、石材

は取り除かれ残つていない。溝に伴う掘り方は長さ560cm以上、幅135cmo SD02の施工に伴う掘削である。

本来この場所には元から溝があり、軍隊時に造りかえられた溝である可能性もある。

SD03

東西方向で長さ700cm、 幅24cm、 深 さ34cm、 軍隊施設に伴 う溝である。          .

SD05(第 18図遺構平面図参照)

南北方向で長さ100cm以 上、幅48cm、 深さ40cmあ る。SD02と 接続する溝であり、南側へ延長するものと

思われるが、以前の市営翠山荘アパー ト建設による掘削で消失 している。
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A〒

1 10YR7/1灰 白色粘賞細砂 171ヽ石、炭を多量に含む)
2 10YR6/4に ぶい黄橙色粘質シルト
3 25Y3/2黒褐色細砂層 (漆喰、灰合む)
4 25Y3/2黒褐色粘賞土
5 25Y72暗 灰責色粘賢シルト (小石含む)
6 25Y7/2灰黄色粘質シルト
7 25Y7/4浅黄色細砂(小石を多量に含む。石の裏込め)
8 10YR8/2灰 白色シルト (10YR8/6責橙粘質シルトを含む)
9 25Y7/2灰黄色粘資シルト
10 25Y7/2灰 黄色細砂(小石を含む)

SD02 平面図 日土層図第59図
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第 3節 遺物
遺物について報告する。詳細は遺構観察表を参照していただきたい。

第 1期

SK82

1は陶器皿。唐津産の皿で内面と外面日縁に釉薬が掛かる。底部は低 く削 りだした高台をもつ。

SK86

2は陶器碗。唐津産の灰釉碗の底部である。
第60図 SK82 出土遺物実測図 (S=1/4)

｀

[三 1三 士 三 三 く !

2

第61図 SK86 出土遺物実測図 (S=1/4)

第 2期

SK67

3、 4は土師質皿。 どちらも底部静止糸切 りされている。

くて
Fこ三二:::::::::号テア
ク
3 4

第62図  SK67 出土遺物実測図 (S=1/4)

SK68

5は白磁の小杯である。

員〒
:::::[::''ア

45

SK75

6は青磁の碗か鉢である。

第63図 SK68 出土遺物実測図 (S=1/4)

.                   6

第64図 SK75 出土遺物実測図 (S=1/4)
SK91

7は磁器の染付皿。高台内兜巾を残す。 8は青磁の鉢。 9は軟質陶器の蓋で皿の可能性もある。 10は

白色釉を塗つた陶器皿。11は土師質皿。 12・ 13は巴文軒丸瓦。12の巴文の尾は長く、連珠文も密にあり、

彫りは深い。 13の 巴文の瓦当に占める割合は広い。巴文の珠文は間隔が開き、尾も長く開いていく。連

珠文は小さい。
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第65図 SK91 出土遺物 (S=1/4)B瓦 (S=1/6)実測図

SK70

磁器碗、陶器碗、土師質皿、瓦、籠などが出土した。

14は陶器碗。肥前産の呉器手碗である。高台内は露胎する。15～ 18は土師質皿。 15は黒色であり、17

と18は灯明皿として使用された。19(写真のみ)は網目文の染付碗である。

20は巴文軒丸瓦である。巴文の瓦当に締める割合は広い。尾は細くて長く、一箇所で接合する。連珠

文は小ぶりで14個ある。

編まれた籠 (遺構写真図版18)が出上しているが、もろく取り上げ直後に破損したので写真による報

告とする。

|

W5    4~~17

‐ 6    

＼〔こ三II三二E三三三三号ラク
48

第66図 SK70 出土遺物 (S=1/4)
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第 3期

SK26

21は磁器の蝶 と草花文の染付碗である。22は土師

質皿で墨書がある。

実測図
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第67図 SK26 出土遺物実測図 (S=1/4)



SK62

23は磁器の染付碗。24は磁器の皿である。

くこン 23

第68図 SK62 出土遺物実測図 (S=1/4)
SK65

25・ 26は 白磁碗。27は磁器の染付皿。見込みに五弁花、内側面・外側面に唐草文を施 し、高台内渦

「福」、日縁には日紅がつく。28は肥前系刷毛目碗。29は蛇の目釉剥ぎの陶器皿。30～ 33は土師質皿。

34(写真のみ)は磁器の色絵。35(写真のみ)は備前産の橋鉢である。

く要モ三三三巨E三三三コン
430

ヤ
31

W2

⇒

33

第69図 SK65 出土遺物実測図 (S=1/4)

36～ 38は巴文軒丸瓦。36の巴文は短く、尾は接合する。連珠文の間隔は開いている。37は彫りが深い。

巴文の瓦当に占める割合は広い。巴文は細くて長く、尾は開く。連珠文は24個あり、小さく密にある。

38の巴文の珠文は繋がっており、尾は長い。連珠文は12個あり間隔が開く。 1箇所で箔傷が見られる。

移
―Ｉ

Ｊ
37

出土瓦実測図 (S=1/6)
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SK3と

39と 40は土師質皿でともに墨書がある。41は肥前系の碗である。42は青磁の鉢で口縁は波状となつて

いる。43は土師質甕である。44は備前産の壺である。45と 46は備前産の播鉢である。47は青銅製の煙管。

48～ 51(写真のみ)は磁器の染付碗である。

(r｀ )

手幹側

テ轟
V

::||.ti  40

＼坦ノ マ「
コ
「 フフ

ｐ‐［・骨‐４

第71図 SK31 出上遺物実測図 (S=1/4)

52～ 62は瓦である。下層 (土層図 7)から出上した瓦は52～ 55で、52～ 54は巴文軒丸瓦。55は軒平瓦

である。52の巴文は細く、尾は接続するc連珠文はやや大きく密にある。彫りは良好である。53の巴文

は細く、珠文も間隔が開く。連珠文は密にあり。 1箇所に絶傷が見られる。SK28出土の201の軒丸瓦と同

絶瓦である。54の瓦当に占める巴文の割合は広く、尾も接続する。連珠文は小ぶりで15個 ある。55は三

つ葉文軒平瓦である。

56～ 62は最下層 (土層図 8・ 9)出上の巴文軒丸瓦。56の 巴文の尾は長く、連珠文は密にある。九瓦

部分の表側は縦方向のヘラ削り、裏側はコビキBに布目痕がある。57の文様の彫りは深く、連珠文は間

隔が開く。58の巴文は太く瓦業に占める割合も広い。尾も太く接続する。連珠文は密にある。59は巴文

の瓦当に占める割合は広い。連珠文は小ぶりで密である。九瓦部分の表側は縦方向にヘラ削り、裏側は

コビキBに布目痕が残る。60の巴文の瓦当に占める割合は広い。巴文の珠文も大きく尾も長い。連珠文

は12個 ある。61の 巴文は細い。連珠文は小ぶりである。62の連珠文は小ぶりで密にある。丸瓦の取り付

け位置は瓦当よりやや下がる。表側は縦方向のヘラ削りがあり、裏側は布目痕が残る。
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第72図 SK31 出土瓦実測図 (S=1/6)

SK18

63は磁器の染付碗。見込み二重圏線に「大明成化年製」、高台裏に「製」の銘がある。64は肥前産の

出土遺物実測図 (S=1/4)
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67～ 69は巴文軒丸瓦。70～ 72は軒平瓦である。67の巴文の瓦当に占める割合は広く長い。連珠文は密

である。68の巴文の珠文部は大きく尾は長い。連珠文は密にある。69の巴文の瓦当に占める割合は広い。

巳文は広くて長く、尾が接合する。連珠文は19個あり、小さく密にある。

70は三つ葉唐草文軒平瓦である。71は下り三つ葉唐草文軒平瓦である。唐草の蔓は中心から外側へ上

下上を向く。72は打ち出の小槌と唐草文の軒平瓦である。顎を貼り付けている。

鬱 ワ

∈鞠
『

r矮

鶴

第76図 SK69 出土遺物実測図 (1)
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第74図 SK18 出土瓦実測図 (S=1/6)

SK63

73は瀬戸美濃の天目茶碗の底部である。

＼
＼く
Fi::甘三二【:ξ

テカ
ン

  73

第75図 SK63 出土遺物実測図 (S=1/4)

SK69

74は磁器で波佐見産の染付碗。75～ 78は土師質皿。79は土錘。80～ 82は備前産の播鉢。82は底部に刻

印がある。83は巴文軒丸瓦で巴文の尾は接合する。連珠文は16個あり小さく密である。
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Ⅷ鯵井∈t
第77図 SK69 出土遺物 (2)(S=1/4)・ 瓦 (S=1/6)実測図

SE01掘 り方 SE01井戸内 。SX10(第 5期 )

84～ 87は井戸の掘り方から出上した遺物であり、88～ 108は井戸内及びSX10(第 5期 )よ り出土した遺物

である。

84は磁器の染付の小杯である。85は磁器の染付蓋物である。86は磁器のコンニャク印判のある染付皿

である。87は肥前系の鉄釉のかかった陶器碗である。88は磁器の染付の蓋で幕末頃のもである。89は磁

器の蝶文の染付碗である。90は磁器の染付皿である。91は肥前産の刷毛目碗の破片である。92は銅銭の

寛永通宝である。93・ 94は疑灰岩製流しか排水路の破片で、上縁部に管を設置すると考えられる今」り貢

き痕がある。98は緑泥片岩の板石であるが用途不明である。99は色絵の磁器碗、100は雨降し文の猪口で

ある。101は備前産の播鉢である。

団 4

1嘲 |

〒 砥

第78図 SE01 井戸堀り方 n sE01井戸内・SX10 出土遺物実測図 (S=1/4・ 92 S=1/1)
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井戸内 a sx10 出土石製品実測図 (1)(S=1/6)
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第80図 SE01 井戸内 日SX10 出土石製品実測図 (2)(S=1/6)

102～■1は井戸内出土瓦である。102・ 103は巴文軒丸瓦である。102の巴文は太く、尾は短い。連珠文

も大きく密にある。丸瓦部分の表側は縦方向に密なヘラ削り痕がある。縦方向に約 7■lmのヘラ削り痕が

ある。径1,8～ 2.0の釘穴が 2箇所ある。103の連珠文は大きく密なるが尾は短い。連珠文は12個あり、

大きく密である。丸瓦部分の表側は縦方向のヘラ削りの後に、縦横斜め方向に指なでをしている。縦方

向へ1,lcm幅のヘラ削りがあり、径 1,7cmの釘穴がある。104～ 106は軒平瓦である。 104・ 105は桐文唐草

文軒平瓦である。瓦当顎部貼り付け。唐草文の蔓は中心から外へ上・下向き。104と 105は同文様である。

106は菊文唐草文軒平瓦である。107～ 110は丸瓦である。製作痕を見ると107は表側に縦・横方向にナデ、

裏側に 3箇所で 7 Hlmの ヘラ削り痕がある。108は表側に縦方向のヘラ削り後にナデ。裏側はコビキB痕に

幅 5 Hlmの ヘラ削り痕がある。110の表側は縦方向にヘラ削り、裏側はゴザ状痕あり。Hlは道具瓦で軒上

瓦である。

102            ‐
鱒

井戸内 u sx10 出土瓦実測図 (1)(S=1/6)第81図  SE01
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第82図 SE01 井戸内日SX1 0 出土瓦実測図 (2)(S=1/6)
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第33図 SE01 井戸内・SX10 出土瓦実測図 (3)(S=1/6)
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SK21

112は土師質の灯明皿であ

る。113・ 114(写真のみ)は

肥前産の白磁碗である。

115は巴文軒丸瓦である。

巴文は長く、連珠文は12個あ

る。
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ヤ
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ウ
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第84図 SK21 出土遺物 (S=1/4)日 瓦

SK74

116は備前産の播鉢である。

117は土師質の甕である。

第85図 SK74 出土遺物実測図

SK32

118は 18世紀初頭の磁器の染付皿である。高台内に「・・・靖年製」の銘がある。■9は片日鉢。120は

備前産悟鉢。121～124は墨書の上師質皿である。121の墨書は「おかき」、122は 「うす」、123～ 125は

不明である。
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第86図 SK32 出土遺物実測図 (S=1/4)
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SK73

126～ 128は磁器の染付碗である。126は菊文である。127は高台内「成化年製」の銘がある。128は雨降

し文である。129は草花文である。130は肥前産の高台の高い呉器手碗である。131は磁器皿で見込み内草

花文が描かれる。132は青磁の花飾台である。133は備前産壷の日縁部である。134は備前産陶器の底部で

「井」の刻印がある。135～ 138は備前産の播鉢である。138は底部に高台をもち刻印がある。
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SK73 出土遺物実測図 (S=1/4)
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139～ 141は瓦で、139・ 140は巴文軒丸瓦である。139の巴文の珠文は大きく。尾は接合する。連珠文は

15点あり密にある。140の巴文は太く、尾は開いている。連珠文は18個 あり小ぶりで密にある。141は軒平

瓦である。日輪唐草文軒平瓦で、顎は後で貼り付けている。
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第88図 SK73 出土瓦実測図 (S=1/6)

第 4期

造成上 1

142～ 152は上層出土遺物である。142は肥前産磁器の草文の染付碗である。143は磁器の染付皿、見込

み五弁花、内側面に草花文、外側面に唐草文様と底部に二重方形内に渦「福」の銘がある。144は青磁の

火入れである。145は磁器の髯水入れ。 146・ 147は土師皿で墨書が有る。146は 「おかき」と書かれてい

る。148～ 150は備前産の括鉢である。151・ 152(写真のみ)は肥前産の刷毛目碗である。152は外面に刷

毛目、内側と底部には釉薬はかかっていない。

153～ 162は下層出土遺物である。153～ 155は磁器の染付碗。153は草文で高台内に崩した「大明年製」。

154は菊文である。155は花文のこんにゃく印判である。156は京 。信楽系陶器碗である。157は瀬戸美濃

産の腰サビ碗である。159は陶器の刷毛目皿。160は土錘。161は備前産播鉢。162は備前産徳利である。.

匡勘曰

出上遺物実測図 (1)
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造成上1 出土遺物実測図 (2)(S=1/4)
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163～166は瓦である。163～ 165は巴文軒丸瓦である。163は巴文の珠文はかなり大きく連珠文も大きい。

164は巴文の瓦当に占める割合は広い。巴文は細く長く、尾は開く。連珠文も小さく密である。165の文

様はシャープで彫りが深い。巴文の尾は細く接合する。丸瓦部分の表面は縦方向に密なヘラ削り痕がり、

裏側はヨビキB痕がある。166は唐草文軒平瓦で顎貼り付けである。
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1      163
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踏  姶 価
肝
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第91図 造成上 1 出土瓦実測図 (S=1/6)

造成上2

167は磁器の染付碗。 168は磁器の染付小不。169は蛇の目釉つぎの皿である。170は土師質皿である。

習 朽8
＼こ=L<ァ
オ朽9 ヤ 170

第92図 造成上2 出土遺物実測図 (S=1/4)

SK28

171・ 172は磁器の染付碗で、171は外側面草花文、高台内は崩された「大明年製」の銘がある。 172は

筒型碗で草花文である。高台内に「宣徳年製」の銘がある。173は猪口である。174～ 176は磁器の染付皿

である。174は内側に草花文、外側に唐草文を描く。SK73出土片と接合した。175は見込みに工弁花の文

様がある。176は輪花型の深皿である。内側面は描写の細かい梅文で、高台内は渦「福」の銘がある。

177と 178は肥前産の白磁碗である。179・ 180は青磁の皿である。180は蛇の日高台鉄釉塗りで、SK73出土

の破片と接合した。181・ 182は呉器手碗である。183は肥前系の皿である。184は天目茶碗である。185～

188は肥前系の刷毛目碗である。189は肥前産陶器皿である。 190は刷毛目の片口鉢である。191三島手の

鉄釉の刷毛目皿である。192・ 193は陶器甕である。194は釉掛け分けの鉢、195は刷毛目の鉢である。196

は備前産の高台をもつ橋鉢である。197は観音を模した泥人形である。
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第94図 SK28 出土遺物実測図 (2)(S=1/4日 197 S=1/2)

198～205は瓦である。198～203は巴文軒丸瓦である。198の巴文の尾は長い。連珠文は 9個ある。丸瓦

部の表側は縦方向にヘラ削り痕があり、裏側はゴザ状痕がある。199の巴文の尾は接続する。巴文や連珠
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文は明瞭である。径は約14cm程度である。200の瓦当面に占める巴文の面積は広く、尾も長く接続する。

連珠文は9個あり、間隔は開く。201の瓦当面に占める巴文の面積は広く、尾も長い。連珠文は15個で密

にあり、連珠文の3箇所で絶傷が見られる。丸瓦の表面は縦方向にヘラ削り痕があり、裏側にはコビキ

Bと布目痕が残る。SK31出上の53と 同箱である。202の瓦当面の巴文の占める割合は広く、巴文の珠文は

大きい。連珠文は小ぶりで密にある。丸瓦の表側は縦方向にヘラ削り痕があり、裏側は布目痕が残る。

203の巴文は細く短い。連珠文は8個あり、間隔が開いている。丸瓦の表側は縦方向にヘラ削り痕があり、

裏側はコビキBの痕跡が残る。

204・ 205は軒平瓦である。204は三つ葉唐草文である。唐草の蔓は中心から外側へ下
。上へ向く。205

も二つ葉唐草文軒平瓦で顎貼り付けである。
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第95図 SK28 出土瓦実測図 (S=1/6)
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SXll

206は磁器の草花文の染付皿である。207は肥前産の呉器手碗。208は磁器の染付碗の底部。209は波佐

見産の青磁釉の皿で見込み部分蛇の目釉剥ぎしている。210は土製品であるが、四辺とも擦 り削られてい

る。砥石として使用 したのであろうか。中央部には穴をあけようとした跡もある。211は宝筐印塔の相輪

部分である。
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ぬ
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第96図 SXll 出土遺物 (S=1/4)・ 石製品211(S=1/6)実 測図

SK88

212は肥前産の呉器手碗。213は磁器の波佐見産の銅緑釉の皿である。214は磁器の染付瓶の頸部の破片

である。215・ 216は備前産の橋鉢である。215は底部に刻印がある。

飲

215

第97図 SK88 出土遺物実測図 (S=1/4)

SK20

217は磁器の草花文の染付半球碗。218は磁器の染付皿、コンニャク印判、外側面唐草文、底部一条の

圏線がある。

219は肥前産の呉器手腕である。220は肥前系の鉄釉碗。221は青磁の火入れ、底部蛇の目高台である。

222は陶器の蓋。223は土師質の皿である。

214

-70-



224～ 229は写真のみ。224～ 226は磁器の染付碗である。224・ 225は半球碗で、225は 217と接合した。

226は外側面に鳥文である。227～ 229は磁器の皿。228は 日縁内側面に七宝文、229は草花文のコンニャク

印判、内側面墨弾き。

く電屋ここラフフ
~甥

第98図 SK20 出土遺物実測図 (S=1/4)

SK90

230は磁器の染付碗、231は波佐見産の銅緑釉の皿である。

232は巴文軒丸瓦。巴文の珠文は開いている。連珠文も小ぶりで密にある。

ゴfl薄
i庵

那
第99図 SK90 出土遺物 (S=1/4)・ 瓦 (S=1/6)実測図

SK05

233は上層 (第45図土層 2)出上の肥前産磁器の染付皿である。見込みにコンニャク印判の五弁花、内

側面口縁部墨弾き文様がある。234は墨書のある土師質皿である。

235は下層 (第45図土層 3～ 6)出上の磁器で波佐見産の染付碗である。236・ 237は肥前産磁器の染付

碗である。238は肥前産の小杯である。239・ 240は磁器の染付瓶で蛸唐草文がある。241は備前産の橋鉢

である。242～ 245(写真のみ)。 242は肥前産磁器の染付蓋。243は肥前産磁器の染付の碗である。244は

肥前産の花文の磁器の染付皿で日縁に口紅が付く。245は肥前産の花文の磁器の染付皿で、SK28か らも同

文の皿が出上している。246は色絵の磁器碗である。247は砥石。248は土師質規炉の脚部である。249(写

真のみ)は肥前産の刷毛目碗である。250～ 254は磁器碗の破片 (写真のみ)である。250は網目文。251

は丸に菊文。252は幾何学文である。254は松文様で高台は低い。255(写真のみ)青磁の製品である。
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256は最下層 (第45図土層 7)出上の肥前産の磁器の染付碗である。高台内には略した「年製」の銘が

ある。

257～ 269は写真のみの報告である。257・ 258、 260～ 265は磁器の染付碗、259は磁器の染付小杯である。

263・ 264は網目文。266菊花形の型打ち成形された白磁である。267磁器の皿。268・ 269は京信楽系の碗

である。
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248

第100図 SK05 出土遺物実測図 (S=1/4)
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270～272は瓦である。270・ 271は巴文軒丸瓦である。270の巴文は細くて長く、尾が接続する。連珠文

は小さく間隔が開く。271の巴文は細くて長く、尾が接続する。連珠文は270よ りやや大きく間隔が開く。

丸瓦部分の表面は縦方向に密なヘラ削り痕がある。272は唐草文軒平瓦で、顎を貼り付けしている。
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第101図 SK05 出土瓦実測図 (S=1/6)

SK56

273は磁器の流水と花文の染付碗である。274は瓦質の蓋である。275～ 277は備前産の橋鉢である。

278～ 280は巴文軒丸瓦である。278(土層⑩出土)の巴文は瓦当に占める割合は広く、細くて長い。

連珠文も24個あり小さく密にある。279と 280は同絶である。巴文は細く長く、尾は接合する。巴文の瓦

当に占める割合は広い。連珠文は9個あり小ぶりで間隔は開く。 3箇所で絶傷が見られる。
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第102図 SK56 出上遺物 (S=1/4)・ 瓦 (S=1/6)実 測図
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SD10

281～ 291は上層溝に伴う遺物で、292～ 299は下層溝に伴う遺物である。

281は石に彫つた印判で、人物を描いている。溝の埋上に伴うもので、明治以降の遺物であると思われ

る。282は陶器皿である。284は行平鍋の蓋である。285は磁器の染付碗。286は笹文のある磁器の紅皿。

288は唐津産の皿である。289は肥前産の青磁の火入れである。290(写真のみ)肥前産の碗。291(写真

のみ)肥前産の鉢である。292月巴前産磁器の猪日である。見込み五弁花、高台内渦 「福」の銘がる。293

～295は写真のみ。293は磁器の染付の碗である。294は肥前産磁器の染付皿で外側面に唐草文をもつ。

295は波佐見産の青磁皿である。296は肥前系の呉器手腕。297は京・信楽系のチロジ。298は土師質の切

立瓶である。299・ 300は写真のみ。299は肥前産磁器の段重の口縁部である。300は磁器の染付碗である。

下層も部分的に溝の浚渫による掘り返しを受けているところがあり。297は上層からの出上であると思わ

れるが、取り上げ時に下層遺物と混入した可能性が高い。
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第103図 SD10 出土遺物実測図 (1)(S=1/4)
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第104図  SD10 出土遺物実測図 (2)

第 5期

SB01 (SP48)

301は磁器の染付皿。内側面に草文。見込みにも文様あり。

高台内側角を内傾気みの強い削りが施されている。

SK49

302は肥前産の呉器手碗である。

＼、、、卜、
1::::::]  ::!|__1:::::  〔子::::'ケ

/

301

第105図 SB01(SP48) 出土遺物実測図 (S=V4)

第106図 SK49 出土遺物実測図 (S=1/4)

SK50

303と 304は磁器の草花文の染付碗である。同固体となる可能性が高い。305は土師質皿である。

306は巴文軒丸瓦で巴文の珠文は大きく尾は細く結合する。連珠文は 8個あり間隔は開いている。

第107図 SK50 出土遺物 (S=1/4)・ 瓦 (S=1/6)実測図

SK17

307は磁器の染付丸形碗である。308は備前産の橋鉢である。309は結晶片岩の石斧の破片であり、混ざ

り込み遺物である。
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第108図 SK17 出土遺物実測図 (S=1/4)

310～ 315は巴文軒九瓦である。310はやや小ぶりである。巴文の珠文は大きく尾も長く接続する。連珠

文は 8個あり、大きく間隔は開く。連珠文には籠傷がある。311は、巴文は長く接続する。連珠文は小さ

く密にある。312の瓦当内での巴文の占める割合は大きく、細くて長く尾は接続する。連珠文は小さく9

個ある。間隔は開き、彫 りは浅い。313の巴文は細く、尾は接続する。連珠文は小さく間隔は開いている。

314はやや大きく、巴文の尾は長い。連珠文は16個あり、小さく密にある。丸瓦部の表面は縦方向の密な

ヘラ削り痕がある。

撚τ鵜師
312

第109図 SK17 出土瓦実測図 (S=1/6)

SK52

316は磁器製品である。箱形をしているが器種は不明である。317は粟田焼きで高台内に「錦光山」の

銘がある。318～ 320は写真のみである。318は小イ。319は菊文の碗である。320は磁器の染付の碗。321

は蓋付鉢の底部である。
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第110図 SK52 出土遺物実測図 (S=1/4)B拓本 (S=1/1)

SK54

322は磁器の段重の蓋である。323は土師質皿である。324は磁器の染付皿である。見込み釉剥ぎで五弁

花がある。325は波佐見の青磁の火入れである。326は備前産悟鉢である。327・ 328は写真のみである。

327は磁器の染付碗で菊文で、328は磁器の碗である。

322

~~323

第111図 SK54 出土遺物実測図 (S=1/4)

329と 330は瓦である。329は上層出上の巴文軒丸瓦である。彫りは深い。連珠文は 8個あり大きく間隔

が開く。 1箇所絶傷が見られる。330は下層出土の巴文軒丸瓦である。小ぶりで巴文の尾は接合する。

ア

塩

Ｃ
岱
――
田
ｔｌ
θ

局
―ィ
ーキ
ーー
ロ

出土瓦実測図 (S=1/6)

-77-

第112図 SK54



SK53

331は磁器の桐文染付碗である。332～ 333は磁器の紅皿、332は草花文。333は笹文である。334は磁器

の染付皿。335は輪花の青磁皿。336は磁器の染付の蓋。337・ 338は青磁の火入れである。339～341は肥

前系の陶器碗。342は瓦質の焙烙。343は土師質の皿。344～ 345は写真のみ。344は青磁釉の碗である。

345は磁器の染付笹の葉文の紅皿である。

346は巴文軒丸瓦である。小ぶりであり、巴文の尾は接合する。連珠文は8個あり間隔が開いている。

連珠文の 1箇所に絶傷がある。

4/オ  I

/ケ

(〔〔::::::::う
')340

ゼ

第113図 SK53 出土遺物 (S=1/4)・ 瓦 (S=1/6)実 測図

SK03

347は磁器の染付小杯である。348は染付小碗。349は猪口。350は京・信楽系の小イである。351は磁器

の色絵小皿である。352は磁器の染付皿である。内側面墨弾き。焼き継ぎをしている。353は月巴前産の染

付角皿。蛸唐草、見込みに牡丹文。高台内側に富豊長春。354は磁器の色絵製品である。355は源内焼き

の皿である。形押し成形であり、色彩は深い緑色を主体としている。

-78-



の破片であると思われる。

図3'朋 3網 理黙49ワ3m 聯

⑧

〈

~352

356箱庭の蓋である。357瓦質の製品である。358は備前産の情鉢である。359・ 360は疑灰岩の流しか水路

雨
３

:が朗

第114図 SK03 出土遺物 (S=1/4)
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361～ 363は 巴文軒丸瓦である。361の巴文は太く短い。連珠文は 7個あり大きく間隔が開く。丸瓦部分

の表側は縦方向に密なヘラ削り痕がある。362の 巴文は361よ り太くて小さく短い。連殊文は12個 あり大

きく密にある。363の巴文は細く長い。連珠文は 8個あり大きく間隔が開く。

第115図 SK03 出土瓦実測図 (S=1/6)

SK10

364は磁器の染付碗、365は磁器の染付皿か蓋である。

第116図 SK10 出上遺物実測図 (S=1/4)

SK04

366は磁器の染付広東碗である。367は磁器の皿である。368は大型の磁器皿で波状口縁である。369は

磁器の色絵の皿。370は磁器の香炉である。371・ 372は磁器の段重で蛸唐草文である。373は磁器の瓶で

蛸唐草文である。374と 375は瑠璃釉の碗である。376は京・信楽産の灯明皿である。377は堺 。明石産の

悟鉢である。378は備前産の甕である。379～ 389は写真のみである。379は瀬戸美濃産の端反り碗である。

380～ 386は色絵の碗と蓋である。387・ 388は色絵の皿である。389は彩色の陶器であるが器種は不明であ

る。

390～ 392は 巴文軒丸瓦である。390の巴文は太く短い。連珠文は大きく密である。391の巴文は太く、

連珠文はやや間隔が開く。392の巴文は長く、連珠文は大きく密にある。箱傷は多く見られる。

Ｆ
ｔｌ
出
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第117図 SK04 出土遺物 (S=1/4)・ 瓦 (S=1/6)実測図

SK02

393～ 402は上層出土遺物である。

393は瀬戸美濃産の磁器碗の端反り碗である。394は肥前産磁器の大型染付の蓋物である。395は磁器の

猪口である。396は磁器の水滴である。397は磁器の波状口縁の鉢である。398は陶器の片口鉢である。

399は土瓶である。400はおかめを描いた徳利である。401は箱庭で社である。402は土錘である。

403～ 428は下層出土遺物である。

403は磁器の紅皿である。404は土錘であり、「中」の刻印がある。405～409は瀬戸美濃産磁器の端反

り碗である。410,411は 肥前産磁器の染付碗である。412は磁器の色絵の碗である。413は磁器の染付蓋

である。414は413が蓋となる蓋付碗である。415・ 416は磁器の染付蓋である。417は磁器の染付小碗であ

る。外面捻子花文描く。418は磁器の小郭である。419は磁器であるが器種は不明である。420は磁器の猪

引

―
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口である。421は磁器の紅皿である。422は磁器の皿である。423は磁器の染付小皿である。424は磁器の

染付皿である。高台内に崩した「成化年製」の銘がある。425は磁器の花器である。426は仏飯具の脚部

である。427は磁器の染付大皿である。428は磁器の花瓶である。

429～ 443は最下層出土遺物である。

429は萩焼きのピラ掛け碗である。430は京 。信楽系の色絵である。431は京・信楽系の上瓶。432は急

須である。433は 円柱状の陶器であるが器種は不明である。434は火入れである。435は花瓶である。底部

に「アイ」「イキ」の墨書がある。436は瀬戸美濃産の馬の目大皿である。高台内に墨書がある。437は

瀬戸美濃産の水鉢と思われる。438は信楽産の壷である。439は陶器の蓋である。440は399の土瓶の蓋で

ある。441は京・信楽系の鳥鉢である。442は灯明皿である。443は羽釜である。444は土師質皿である。

445はサナである。446は大谷焼きの鉢である。447と 448は堺・信楽産の橋鉢である。449は備前産の橋鉢

である。450～ 452は霊の脚である。453は規炉で刻印がある。454は般若の顔を描いた泥面子である。455

と456は箱庭である。457～ 460は泥人形である。457は恵比寿である。458は天神で、460は彩色された猪

である。461～ 463は写真のみである。461は磁器の赤絵の碗である。462は磁器の染付小皿である。463は

土瓶の破片である。

ワ 393

息 久 ∧

第118図 SK02 出上遺物実測図 (1)(S=1/4B401 S=1/2日 402 S=1/1)
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第119図 SK02 出土遺物実測図 (2)(S=1/4)
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ξ〔〔
「「「
it::;'テ

1429

出土遺物実測図 (3)
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第121図 SK02 出上遺物実測図 (4)(S=1/4)
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出土遺物実測図 (5)(S=1/4)
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第123図 SK02 出土遺物実測図 (6)(S=1/4L454 S=1/1・ 455～ 460 S=1/2)

464～470は瓦である。

464～ 469は巴文軒丸瓦である。464の 巴文は短い。連珠文は大きく間隔が密である。465の巴文は太く短

い。連珠文は大きく、間隔は密である。466の連珠文は大きく、間隔は狭い。467の 巴文の間隔は広く短

い。連珠文は大きく、間隔は広く8個ある。468の 巴文は短く、連珠文は大きく間隔が広い。469の 巴文

は小さく密である。連珠文は大きく、間隔は密。九瓦表側は縦方向のヘラ削りが残 り、裏側の瓦当側に

11箇所の幅約 5■lmのヘラ削り痕がある。径1.7cmの釘穴がある。470は軒上瓦である。

‐曰
∞
‐①
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第124図  SK02

SD02

471は肥前産磁器の染付皿である。蛇の目高台で見込み一重圏線内雀文、

内側面笹文、外側面唐草文が描かれる。溝の掘削埋土より出土した遺物で

ある。

第125図 SD02

SX12

472は素焼きの甕。

第126図 SX1 2 出土遺物実測図 (S=1/4)

朝

出土遺物実測図 (S=1/4)
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第 5章 出土瓦の分類と変遷

出上した巴文軒丸瓦について珠文や巴文を分類し、変遷を試みる。出土遺構からその文様が確実に成

立している時期を検討し、巴文軒丸瓦の文様のありかたを見る。第127図に示す第 2期から第 5期は遺構

時期を区分する時期であり、瓦の年代観を示すものでない。これは瓦の廃棄時を示すものであり、実際

の使用及び製作年は当然遡るものである。今回の出土資料での編年は限界があり編年文様の傾向を検討

し報告するものである。

瓦の分類は、まず連珠文 (珠文・連珠)の数により分類した。連珠文は24、 19、 18、 16、 15、 14、 12、

9、 8あ り、下記に示す I 連珠文24個、Ⅱ 連珠文 19。 18個、Ⅲ 連珠文16・ 15。 14個、Ⅳ 連珠文
12個、V 連珠文 9・ 8個の 5つのグループに分類し、検出した遺構の時期ごとに新旧を区分した。そ
のなかでさらに連珠文の小さいものと大きいもの、さらに大きくなるもの、巴文の接続しないものと巴

文の接続するもの、巴文が短く接続するもの、巴文が接続しかけるものに細分した。

I 連珠文24個のグループ
ー1 連珠文が小さく、巴文が接続しない
-3 連珠文が大きく、巴文が接続しない

Ⅱ 連珠文19・ 18個のグループ
ー1 連珠文が小さく、巴文が接続しない
-2 連珠文が小さく、巴文が接続する
-3 連珠文が大きく、巴が接続しない

Ⅲ 連珠文16・ 15・ 14個のグループ
ー1 連珠文が小さく、巴文が接続しない
-2 連珠文が小さく、巴文が接続する
-5 連珠文が大きく、巴文が接続する
-6 連珠文が大きく、巴文が短く接続する

Ⅳ 連珠文12個のグループ
ー3 連珠文が大きく、巴文が接続しない
-4 連珠文が大きく、巴文が接続しかける
-5 連珠文が大きく、巴文が接続する

V 連珠文 9・ 8個のグループ
ー3 連珠文が大きく、巴文が接続しない
-5 連珠文が大きく、巴文が接続する
-6 連珠文が大きく、巴文が短く接続する
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例えば、

Iの連珠文24個のグループでは連珠文の大小はあるがいずれも巴文は接続しない。

Ⅱの連珠文 19。 18個のグループでは、 Iの連珠文24個のグループより、珠文が小さく巴文が接続する

ものが増える。

Ⅲの連珠文16。 15。 14個 のグループでは、連珠文が大きく巴文が接続するものが増え、さらに巴文が

短く接続するものもある。

Ⅳの連珠文12個のグループでは、連珠文の小さなものがなくなり、連珠文が大きく巳文が接続しかけ

るものがある。

Vの連珠文 9・ 8個のグループでは、連珠文が大きく、巴文が接続しないものとするものがある。

文様の成立時期を決定する基準資料となるものは、第 2期ではSK91出上の12、 13と SK70出上の20の軒

丸瓦であり、17世紀中頃までの遺構から出土した瓦である。

第 3期前半はSK65、 SK31、 SK18、 SK69、 SK21か らの出土瓦で18世紀前半頃の遺構から出上している。

第 3期後半はSK73か らの出土瓦で18世紀中頃以前に成立している文様である。

第 4期は造成± 1、 SK28、 SK05か らの出土瓦で18世紀中頃から19世紀中頃の遺構から出土している。

第 5期はSK17、 SK50、 SK53、 SK54、 SK03、 SK02か らの出土瓦である。19世紀中ごろから明治 7年の家

屋取り払いまでの遺構から出土している。ただし、SK03、 02は近代にも掘り返しを受け、まれであるが

近代の瓦が混入している可能性もある。

まとめ

Iのグループは、第 2期や第 3期に集中しており、第 2期及びそれ以前の文様で17世紀中頃以前に成

立している文様と推定される。

Ⅱ oⅢのグループは、 Iの グループと同様の時期区分であるが、特にⅢのグループは文様が多様化し、

出土量も多くなる。 18世紀前半以前に成立している文様が上段で、下段が18世紀中頃までに成立してい

る文様であり、江戸初期から中頃の主要な文様と思われる。

Ⅳのグループは、Ⅱ・Ⅲグループ同様に江戸初期から中期が主体であるが、第 4期、第 5期の下段が

19世紀中頃までの文様と推定されるものもある。連珠文がさらに大きくなる瓦が第 5期に現れる。

Vの グループは、連珠文が大きく、巴文が短くするもので第 3期に属するものがあり、第 3グループ

にも同時期から出土していることから、巴文が短く接続する文様がこの期か少し前より現れると推定さ

れる。Vグループは第 4期以降の出土量が多く、18世紀中頃以前から主要な文様として使用されたと推

定できる。また、19世紀中頃以前にはⅣグループ同様に連珠文がさらに大きくなる。連珠文の大型化は

江戸後期の特徴といえる。
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軒丸瓦の文様の分類口変遷について

Ⅲ 連珠文16日 15・ 14個 Ⅳ 連珠文12個 V連 珠文9E8個

時期区分

連珠文が小さく、
巴文が接続しない

連珠文が大きく、
巴文が接続しかける

連珠文が小さく、
巴文が接続する
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第127図 軒丸瓦の文様の分類 B変遷について

-91-92-



第 6章 出土遺物の集計について

各遺構から出土した遺物の個体数を集計した。破片数量のカウントであるため同個体を重複している

可能性が高く、実際の数量は少なくなる。また、報告書に掲載していない遺構の遺物については不明な

ものが多く、報告書掲載遺構だけの数量報告に止めて1/1る。このことから出土遺物の実質的な数量と集

計データには若干の誤差はあるが、出上遺物の割合や時期的な傾向を検討する素材としては活用できる

と思われ、集計した結果を報告する。

報告書掲載遺構の出土遺物の総点数は2169′点あり、磁器が854点で全体の39%、 陶器が646〕点で30%、

上師質土器が630点で29%、 瓦質製品が38点で 2%である。 (第 1表出土遺物種類別集計表参照)、 磁器

が最も多く、陶器や土師質土器がほぼ同じ割合で出土している。

さらに時期別に遺構から出土した遺物を集計し、出上した割合や出土量の変化を見ると (第 2表出土

遺物時期別集計表参照)第 1期が 2点、第 2期が39点で 1%程度、第 3期が492点で23%、 第 4期が641

点で30%、 第 5期が995点で46%ある。遺構時期が新しいほど遺物の出土量は増加している。第 5期は、

特に廃棄土こうからの出土点数がかなり多い。

次に各時期の種類別遺物の出土状況を見る。

第 1期では出土総数が 2点のみであり、ともに唐津産の陶器碗と皿である。

第 2期は、出土遺物数が39点あり、磁器が10点で26%、 陶器が 9点で25%、 土師質土器が17点で40%、

虹質製辞1が 3点で 8%と なつている。出上総数は少ないが土師質土器の割合が高い。

第 3期は、出土遺物数が492点あり、磁器が142点で29%、 陶器が134点で27%、 土師質土器が210点で

4B%、 瓦質製品が 6点で 1%と なっている。第 2期同様、土師質土器の出土割合が43%と最も高く、磁

器や陶器がほぼ同率の出土量である。

第 4期は出土遺物数が641点 あり、磁器が249点で39%、 陶器が188点で29%、 土師質土器が199点で31

%、 瓦質製品が 5点で 1%と なっている。土師質士器もrlLやイは減少し、磁器や陶器の出土量が増加し
｀
で峰ヽる。

第 5期は出土遺物数が、995点あり、磁器が`453点 で45%、 陶器が314点で32%、 土師質土器が204点で

▼1%、 瓦質製品が24点で 2%と なつているc上師質上器は第 3期や第 4期 とほぼ同数量を出土している

が、趾や郵は減少している。磁器や陶器の出土量が増加し、特に磁器の出土量が増加したため、土師質

上器の割合が減少し、磁器の割合が全体の 3分の 1以上を占めるようになつた。

出土種別で見ると、江戸後期の肥前磁器の増力日が増力Hする。特に碗や皿、蓋の増加が著しい。第 5期

Cは顧戸美濃系の磁器も出現する。播鉢についても従来指摘されているように堺 。明石産の橋鉢が第 4

期から出現し、第 5期に増加 している。
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第 7章 総 括

調査の成果

前述したように丸亀城は生駒、山崎、京極氏三代が入城し、城郭の整備や武家屋敷地、城下町及び港

湾の整備を実施し、丸亀の発展に努めた。

生駒氏は慶長 2年 (1597)～ 寛永17年 (1640)、 山崎氏は寛永18年 (1641)～ 明暦 3年 (1657)、

京極氏は万治元年 (1658)～ 幕末まで入封している。明治 7年には郭内の民家取り払いが行われ、軍隊

の営舎が築かれ近代化を迎える。

丸亀城及び武家屋敷地の画期を考えると

I期   慶長元年以前 (1596) 生駒氏丸亀城築城以前

Ⅱ期-1 慶長 2年 (1597)～ 元和元年 (1615)  生駒氏の丸亀城築城から丸亀城廃城まで

-2 元和元年 (1615)～寛永17年 (1640)  生駒氏の丸亀城廃城から生駒氏改易まで

Ⅲ期   寛永18年 (1641)～ 明暦 3年 (1657)  山崎氏時代
Ⅳ期-1 万治元年 (1658)～ 宝永 4年 (1707) 京極氏入封以後
-2 宝永 4年 (1707)～ 文政12年 (1829)  丸亀で大地震 (宝永大地震)から多度津藩関係

者が多度津陣屋へ移住した年。 (調査地周辺は多

度津藩主及び多度津藩家臣が居住し移住後、居住

者の変更が見られるため)

-3 文政12年 (1829)～ 明治 7年 (1874) 郭内の民家取り払い

V期   明治 7年 (1874)以 降        陸軍第十二連隊以降
である。遺物の出土状況から見るとⅣ期-2は細分できる。

調査地の遺構面の残りは悪く、虫食い状態でかく乱が深く及ぶところもあり、それぞれの遺構を面で

捕らえることは困難であつたが、土層の上下関係や出土遺物や画期となる事象等を考慮し、第 1～ 5期

に分類し報告している。これを上記の年代にあてはめると、

第 1期下層は、屈曲する落ち込みがある。、出土遺物もなく I期かⅡ期の判断は今回の調査ではでき

ていない。

第 1期上層はⅡ期の時期で17世紀初頭頃の時期と考えている。

調査地東側で検出されたSK82やSK86な どの上こうがこの時期のものである。

第 2期はⅡ期-2、 Ⅲ～Ⅳ期-1の頃で、18世紀初頭まで、主に17世紀中頃の遺構と推定される。調

査地東側のSK75、 SK67、 SK68、 SK70、 SK91な どの上こうがこれにあたる。土こうも整理された一定方向

を向く規貝J性が見られる。また、遺物の出土はないが区画溝である。西側の掘り方は外濠土塁との境界

であると思われる。

第 3期はⅣ期-1～Ⅳ期-2の時期のなかの時期で、18世紀初頭から18世紀後半の遺構である。土塁

との境の場所には廃棄土こうが掘られる。土こうは調査地北側で、弧の字状にSK63、 SK31、 SK18、 SK32、

SK65、 SK21、 SK26、 SK69、 SK73、 SK74、 SK56、 SK62な どの土こうが検出されている。遺物を多く包含す

る土こうも見られる。東側のSD10の素掘り溝に接して西側にも古い溝跡と考えられる掘り込みがる。こ

れらは道との境界であると考える。また、この時期には石組み井戸 (SE01)が 造られる。井戸は掘 り方

内の遺物から17世紀初頭頃に造られている。

-95-



第 4期はⅣ期-2の頃の遺構で、18世紀後半～19世紀中頃までの遺構であると考える。調査地南側に

大型の上こうが集中する。造成上 1に より上塁内側の肩日は埋められている。18世紀末～19世紀初頭に

は屋敷地として利用されているその造成と思われる。SK90、 SK88、 SK48、 SK28、 SK05、 SK20な どの上こ

うや礫敷き遺構であるSXllな どがある。SXllか らは宝筐印塔の相輪が出土してお り、庭園などあった可

能性もある。SDloは調査地東側で検出された素掘 り溝であり、屋敷地と道路の境界をなす。

第 5期下層はⅣ期-3は 19世紀中頃～明治 7年 (1874)ま で、上層はV期の頃で明治 7年以降の遺構
と考える。

5期下層は屋敷地の素掘 り溝は縮小されに西側に石列が配される。溝のすぐ西側にSB01も確認されて

いる。毀損が著しく遺構の検出は悪い。また、SK02、 SK03、 SK04、 SK10、 SK17、 SK53、 SK54、 SK52な ど

の上こうがあるが、これらの上こうからは主に19世紀初～中頃の遺物が主に出上してお り、主に幕末か

ら明治初頭頃までの遺構である。多く廃棄されている土こうは、明治 7年の武家屋敷地の立ち退きにあ

たる廃棄土こうと思われ、これらの遺物は幕末に当該地に居住していた網干郡代斉藤氏の生活雑器の可

能性が高い。

近現代は軍隊の遺構があり外濠へ排水する溝跡SD02・ 03・ 05が確認された。建物跡では調査地の西側

の外濠端で建物礎石やコンクリー ト基礎、地下貯蔵庫のある木枠のある建物SX20や水溜施設と考えられ

る施設SK40、 SX08・ 09は厠の受け甕と考えられる遺構が検出された。調査地の南側は市営翠山荘アパー

ト建設及び取り壊しによるかく乱を受けていた。

総括

今回の調査は近代以降のかく乱により全体の遺構の残りは悪いが、外濠土塁の境界や屋敷地と道路の

境界など絵図資料にあるような17世紀中頃～18世紀、19世紀代の武家屋敷地の土地利用を見ることがで

きた。

当初は土こうなどによるゴミ捨て場から造成され屋敷地へと利用される状況も少なからず絵図資料と

姑応する年代観が得られたことの意義は大きい。

今回、武家屋敷地を発掘調査するにあたり、後世のかく乱や造成につぐ造成など判断が難しく、判断

ミスも少なからずあり、文献や絵図資料の事前調査や調査中でのこれらの資料収集が大事であることを

痛感した。

また、可能な限り文献調査を行い、調査成果を検討すると武家屋敷地の変遷をたどることができる。

江戸時代の生活を復元する資料ともなりえ、丸亀城郭内の生活を再現できる重要な資料となる。
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出土遺物観察表 (1)

なし 陶 皿 唐津 口(120)、 JE(36) 口径1/8 細

1115-1 SK67 土師質 m ヨ88、 底53、 高23 口径5/6 細

磁 皿 肥前 高台径5/8 微

1105 SK91 土師質 皿 コ78、 底48、 高18 口径2/7 中

陶 碗 肥前 日97、 底45、 高71 口径1/4 細

SK70 陶 皿 口 (107)、 底37、 高22 日径 1/8 徽

土師質 皿 口径 1/3 細

17 SK70 灯明皿 皿 口112、 底,3、 高 19 口径5/8 細(lmm以下の砂粒を僅かに含む)

灯明皿 皿 日104、 底78、 高22 ほぼ完形 細

SK62 磁 碗 18前 巨(る 0 高台径1/4 微

磁 皿 肥前 巨(66) 高合径3/8 徹

SK05 磁 18前 口(146)、 底 (85)、 高31 口径 1/8 微

陶 皿 肥前 高台完形 微(徽砂含む)

土師質 皿 口75、 底47、 局18 口径5/8 細(0 1mm以 下の微砂含む)

SK65 土師質 II 口71、 底50、 高18 口径3/4 細

土師質 m 口76、 底43、 高14 完形 細(0 1mmの微砂含む)

土師質 皿 口(83)、 底 (50)、 高18 口径 1/3 細(1～ 2mmの砂粒を僅かに含む)

写真のみ 磁 不明 肥前 胴部破片 微

SK91 陶 碗 R巴前 巨(32) 高台径 1/4 細

1274-2 SK31 陶 一璽 備前 口 (258) 口径1/9 VIE

写真のみ SK31 磁 碗 肥前 破片 微

磁 碗 肥前 日(92)底44、 高50 口径 1/4 微

土師質 皿 口78、 底45、 高,S 口径5/9 細(0 1mmの 微砂を含む。雲母 )

陶 碗 瀬戸美濃 高台完形 細

土師質 皿 口35、 底58、 高23 口径6/7 細(lmm以下の徹砂含む)

1106 SK69 土師質 皿 口86、 底50、 高 18 ほぼ完形 細(lmm以下の微砂を含む)雲母

土師質 皿 口108、 底71、 高21 完形 細(lmm以下の微砂含む)

土師質 皿 口116、 底76、 高29 ほぼ完形 細

磁 小杯 肥前 口(73)、 底32、 高49 高台完形 微

磁 皿 肥前 口(134)、 底(83)、 高28 高台径2/9 細

1298-3 磁 碗 肥前 口(90)、 底(36)、 高425 高台径 1/2 微
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25Y8/2灰 自色 7c前葉

良 7 5YR8/6浅 黄橙色 すナデ 外:ナデ

N7/0灰自色 釉 :5BG7/1明青灰色 呉須 I淡育色 〔7c第二四半
肇付露胎。高台困砂祖付着。 涙ほ見」
日一こかⅡrR

良 5YR6/6橙 色

5Y8/1灰 自色 17c中葉 烏器手碗、高台内露胎、砂付着

2 5YR4/4に ぶい赤褐色 内外 :2 5YR3/1暗 赤灰色
外体下半 :ヘラ肖1り

内底 :仕上げナデ

やや軟 7 5YR8/3浅 黄橙色

隅 la:回 転アア僚ア

デ仕上 げ

良 iOYRa/1灰 白色 コ緑部に煤付着

良 内外10YR3/2灰 白色
句外 :ナデ 口縁部内外に燥付着

呉須 :淡暗青竺_

N8/0灰白色 呉須 :決青色・暗青色 7c第二四半
形ヽ碗、高台内、高台外面に一条幽線

N8/0灰自色 呉須 I淡暗育色 也切れあり

Na/0灰自色 釉 :透明釉 呉須 :淡明青色 7c第四四半 雪車文、高台内渦福、口紅、 底部高台

25Yフ2灰黄色
Ⅲ:透明RIB・ 4方向に ,7c後半 との目釉剥ぎ

良 iOYR3/3浅黄橙色
再外 :ナデ

良 iOYR3/3浅貢橙色
外

亡
ナデ

良 10YR8/4浅黄橙色

良
7 5YR3/4浅 貢橙色

白色 釉 :透明釉 内外 :白色 ヨ絵

10YR3/1灰 自色 1底 :回 転ナデ

2 5YR5/創こぷい赤褐色 村外 :回転ナデ

N3/0灰白色
日:透明細
●ヽ.YA/1匡 白fh 呉須 :淡青色 波佐見Vl

N8/0灰自色 釉 :透明釉 呉須 :明青色 7o中～後半
見込 み p 三余 回 線 、十八 明 厩 lL牛 製 」局

良
10YR8/3浅貢橙 +5YR7/4に

25Y3/2灰 自色
細 :10YR1 7/1黒 色 17o前 半 ξ目茶碗 高台肉露胎

やや軟 7 5YR7/4に ぶい橙色
″
郭

埒
直

やや軟 iOYR3/2灰自色

やや軟 75Y7/2明褐灰色

良 N2/0黒 ヨ縁部内外に煤付着

N8/0灰白色 釉 :透明釉 17c後半 代橋亜～V期

N8/0灰白色 1680～ 1690 ヨンニャク印判 大橋V期
SK20出土片と桜合
する

N8/0灰白色 呉須 ;渋青色 1680～ 1700
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出上遺物観察表 (2)

写真のみ 磁 碗 月巴前 巨(59) 底部破狩 徽

写真のみ 1297-1 磁 猪 口 月B前 口緑部破片 微

写真のみ SE01 的 層鉢 備前 口径1/12 細 (微砂、黒色粒含む )

SK21 土師質 灯明皿 口80、 底60、 高17 口径3/4 細

SK74 陶 構鉢 備前 回径1/12 中(微砂、lmm以下の砂粒をわず力Чこ含む)

磁 血 肥前 ヨ(98)、 底 (46)、 高39 高台径3/7 微

SK32 陶 片口鉢 (154)、 底 (62)高 67 日径3/8 細

SK32 土師質 血 ,1、 底42、 高14 口径5/9 細

土師質 皿 コ69、 底38、 高 19 口径6/7 細

SK32 土師質 皿 73、 底44、 高14 口径5/8 細

土師質 皿 (73)、 底 (44)、 高15 口径1/4 細

上師質 皿 底部のみ 細

1265-1 SK73 磁 碗 肥前 底部のみ 微

SK73 陶 小壷 備前 口径2/9 微

1285 SK73 陶 橋鉢 備前 ヨ(340)、 底(152)、 高(137) 高台径1/2 紺

造成上 1 磁 碗 肥前 ヨ(72)、 底38、 高50 口径1/3 徽

造威± 1 磁 皿 lB前 ヨ●39)、 底81、 高31 高台径 1/2 微

i054 造成上 1 磁 香炉・火入れ R巴前 ヨ918)、 底64、 高7⊇ 口笹3/7 微

造成■ 1 磁 賛水入れ 肥前 厘45、 高33 残存1/2 微

149 1230 造成上 1 陶 信鉢 備前 ヨ(340)、 底(168)、 高135 日径1/8 細 (微～粗砂含む )

写真のみ 1052 造成■ 1 陶 碗 肥前系 口110、 底(40)、 高51 口径5/9 細

写真のみ 1053 造成■ , 陶 碗 高台径 1/2 細

154 造成上 1 磁 碗 月B前 口91、 底34、 高51 高台径2/3 微

1302 造成■ 1 陶 徳利 備前 巨(110) 底部1/3 細 (微砂多量に含む )

造成上2 磁 碗 肥前 破片 敬

造成上2 土師質 皿 口84、 底53、 高16 口径2/3 中(lmm以下の砂粒を含む)

1040 磁 碗 肥前 口110、 底40、 高64 口径3/8 微

1037 SK28 磁 続 肥前 口(91)、 慮(57)、 高64 口径3/8 微

SK28 磁 皿 肥前 日(134)、 底82、 高28 口径1/3 微

磁 深皿 肥前系 口(212)、 底(94)、 高78 口径1/6 微

磁 碗 肥前 口(82)、 底36、 高48 口径1/2 徽

磁 碗 肥前 口(98)、 底36、 高515 高台完形 欲

SK28 陶 碗 肥前 底44 高台完形 細
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り目8本 塗り上 高台 ヘラ記号あり

リロ12本、ベタ底 乗岡2b期
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出土遺物観察表 (3)

1392-1 SK28 陶 片口鉢 月B前系 ヨ(210) 口径1/8 細

SK28 陶 大皿 肥前系 ヨ(300J 日経 1/11 組

SK28 陶 甕 自(134)、 高(175) 高台径3/4 細

,300 SK28 陶 翼 ヨ(250) 口径2/9 細(lmm以下の砂粒を僅かに含む)

1391 陶 鉢 ヨ(358) 破 片 細

1097 S(28 陶 斑 巨(156)、 高147) 高台径 1/6 密

陶 欄鉢 備前 ヨ(3501、 底(152)、 高139 口径1/5 細 (微砂、黒色粒を含む )

1290-1 陶 碗 肥前 口 (114) コ径3/8 細

1290-2 SXll 磁 l ll 肥前 ヨ(126)、 底44、 高35 口径3/8 微

陶 碗 肥前 (100)、 底46、 高71 高台完形 微

SK88 磁 皿 肥前 コ132、 底47、 高31 口径2/3 欲

1284 SK88 陶 欄鉢 備前 徴

SK20 磁 皿 肥前 コ(130、 底(86)、 高28 高台径5/8 微

220 陶 碗 肥前系 コ,05、 底52、 高74 口径1/3 細

SK20 磁 火入れ 肥前 高台径3/4 微

1124 SK20 陶 壷霊 登(93)、 高18 つまみ完形 細

1099 SK20 ■師質 皿 コ78、 底55、 高15 口径3/4 細

224 写真のみ 1272J SK20 磁 碗 肥前 ヨ(100) 口径1/6 徽

写真のみ 1272-1・ 5 SK20 磁 碗 BB前 ヨ(100) 口径1/4 微

写真のみ 1272-3 SK20 磁 血 肥前 高台径2/5 微

SK90 磁 皿 肥前 口134、 底46、 高29 日経1/2 微

1070 SK05 磁 皿 肥前 日(135)、 底87、 高26 日径 1/3 徹

磁 碗 肥前 口,05、 底40、 高01 高台径1/2 微

1065 磁 小杯 肥前 口02、 底26、 高91 ほぼ完形 撤

1205-1 磁 瓶 肥前 残存1/4 撤

1205-2 磁 瓶 肥前 破片 微

244 写真のみ 1244-2 SK05 磁 皿 肥前 口緑部破片 微

写真のみ 1244-1 SK05 磁 皿 肥前 口径1/18 欲

248 SK05 土師質 捏炉 細

249 写真のみ SK05 陶 碗 肥前 巨(37) 高台径1/2 徹

写真のみ 1262-1 磁 碗 肥前 ヨ(100) 日経1/5 細

写真のみ 1262-2 SK05 磁 碗 肥前 口縁部破片 微

写真のみ 1262-3 磁 碗 肥前 コ(1201 日径1/15 微

写真のみ 1245-3 SK05 磁 不明 肥前 ヨ(180) 口径 1/9 徹

1069 SK05 磁 碗 B巴前 巨(67) 高台径1/3 欲

写真のみ SK05 磁 碗 月巴前 ヨ(110) 口径1/10 細

写真のみ 1263-4 S(05 磁 碗 肥前 底径2/3 微

写真のみ 1264-2 SK05 磁 碗 肥前 口緑部破片 微

写真のみ SK05 磁 碗 肥前 自(50) 高台径1/4 細
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2 5YR5/2灰 赤色 内外 :75Y4/2灰オリーブ色 18c初頭～中頃まで ,1毛 目鉢 大橋W期

2 5YR4/4に ぶい赤褐色

鉄 X4H:2 5YR3/1晴 赤灰 a
内 i25YR74に ぶい赤褐色
外 :10R4/4赤 褐色

17c後葉～18c初頭 三島手の皿 鉄釉の刷毛目

10R5/4赤 褐色 釉 :5YR4/2灰 褐色

7 5YR4/1褐 灰色 ¬形状の飾り

7 5YR5/1褐 灰色 面 !緑 75Y2/1畢 色
困
知
日
濁

輸掛け分け

26YR7/2明 赤灰色十 晦婉忌柑虚
ヌ稼 :Zう YRN1/1晴 亦

虞色
刷毛目鉢

10R6/6赤 橙色 7o末～18c中頃まで リロ12本、高台付き 乗岡3期か4期 a

25Y3/2灰 自色 呉器手碗

N8/O灰白色 釉 :10GY3/1明緑灰色 17c中 葉～後葉

25Y8/2灰 白色 ,c中葉～後葉 呉器手碗 大橋亜期

N8/O灰白色 釉 :5G7/1明 緑灰色 杜 蛇の目釉剥ぎ 7c中 葉～後葉

10R5/1赤 灰色 7c後半～18c初頭 二部Oに十の刻印あり 乗岡3期

灰自色 釉 :透明釉 内外 : 呉須 :明青色・暗青色 7o第四四半
コンニヤクHJ判、外4Rl回居早X、 lS帥

~
にの閣銀、ハリ 大橋V期 'X10出

主皿と腰合
'ム

10YR6/2灰黄褐色
田 :2 5YR2/1赤 黒 ～ Z OYZ/Z僣 決釉17c後 半 実釉、畳付砂粒付着

75Y7/2灰 自色

10R5/6赤 色 重i回転糸きり 無釉

良 10YR3/2灰白色

灰自色 呉須 :淡暗青色 18c後 半 半球碗、 大橋V期か

灰自色 呉須 :淡晴青色 18c後 半
■雰切、困側回鋼X、 外側回世メ  不 217と接合

灰白色
琴田:透明 XIE

内外 :7 5GY8/1明 緑灰色
呉須 :明青色

見込みコンニヤク印判専花文、困 lHl薗墨
趣芸 ハ t〕 ★矯 W期

訥分にV5対付着 ^波佐 見W期N3/0灰自色 釉 10GY3/1明緑灰色 角:蛇の目釉剥ぎ 17o中 葉～後葉

灰白色
釉 :透明釉
内外 :淡青灰白色

呉須 :明青色

角面 :花波文を墨弾

き 見込 :五弁花の:

ンエヤク印判 外面 |

曽草文    _

18c後半～19c初頭
忌込みコンニャク印五弁花、日縁内面墨

単き 大橋W期か

N8/0灰自色 呉須 !淡暗青色 7o後半～18c中 葉
ヨ花文 肩台関I六明年製」の用し写 服

N8/O灰白色
内外 :5GY7/1明 オリーフ灰ど 巣 須 :10BG5/1言 灰 17c後半～18c中 葉 害文 紅猪口 波佐見Vl期

N8/0灰自色
榔
醸
明

・Ｒ

透

Ｗ

鵞
呉須 :淡暗青色 内部 :無釉 18o中葉 喘唐草文 大橋V-1期 か

N8/O灰白色 呉須 :淡晴青色 内部 :無釉 当唐草文

男出:透明釉 嚇
白色 呉須 :明青色 口紅、大橋亜期か

N8/O灰白色 呉須 :5B4/1暗 青灰色 7c後半～18c初頭 染付皿 SK28か らも同文様の皿出土

艮 ,5YR3/1+5YR3/2灰 白色
面…
外
内

リ
工具ナデ ケ

面:ミガキ_
10R5/2灰赤色 用1毛 目 t白色 毛目碗

N8/0灰白色
細 :透明細

肉外 :7 5GY8/1明 緑灰色
呉須 :浚青色 18c初 頭～中葉 文 大橋V期

N8/0灰自色 肉外 :5GY8/1灰白色 呉須 :淡青色 こ菊文

N8/0灰白色 具須 :淡暗青色 8c初頭～中乗 文 大橋V期

N8/0灰白色 青磁

N8/0灰白色 呉須 :淡青色 7c中業～後業 草花文 大碗 波佐見W期

N7/0灰自色 呉須 :淡青色

N8/O灰白色 呉須 !淡暗青色 8c中葉 V-2期

N3/0灰自色 呉須 :淡青色 18c初頭～18c中 葉 文 大橋W期

N8/O灰白色
釉 :透明釉 内外 :2 5GY7/1明

呉須 :淡青色 18c初頭～18c中 葉 文 大橋W期
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出土遺物観察表 (4)

写真のみ 磁 皿 肥前 破片 徹

写真のみ 1206-2 SK05 陶 碗 京 信楽系 破片 微

写真のみ 1245-2 SK05 陶 碗 京 信楽系 巨(38) 高台径2/3 微

1231 SK56 磁 碗 肥前 口 (116) 口径1/4 細

1279 胸 信鉢 備前 日302 口径2/3 細

陶 皿 日 (394) 口径 1/8 微

SD10 陶 不明 肥前 細

陶 蓋 不 明 径(51)、 つまみ50、 高(50) 口径3/2 微

,291-2 SD10 磁 紅皿 肥前 口(62)、 底(36)、 高24 高台径1/2 微

1291-4 磁 火入れ 肥前 コ(94) 口径 1/3 微

写真のみ 1291-5 SD10 陶 鉢 唐津 破片 細

写真のみ 1292-1 SD10 磁 碗 肥前 口緑部破片 徽

写真のみ 1292-3 磁 皿 肥前 巨(110) 高台経1/3 微

陶 チロリ 京 信楽系 コ(80) 残存1/3 徽

1293-4 土師質 切立瓶 不明 残存 1/6

写真のみ 1293-1 磁 碗 肥前 口縁部破片 徽

写真のみ 磁 段重 肥前 口径1/10 徽

SK50 土師質 皿 39、 底53、 高25 口径1/4 細 (微砂含む )

1022 SK17 磁 碗 肥前 ヨ(95)、 底36、 高55 高台完形 機

陶 碗 京 粟日焼 自36 高台完形 密

写真のみ 1249-3 磁 蓋付鉢 肥前 自(401 高台径1/3 微

SK54 磁 段重蓋 肥前 畳(147)、 高(36) 口径3/7 徽

土師質 皿 ヨ70、 底38、 高11 日経9/4 細

磁 皿 肥前 ヨ(142)、 底(80)、 高30 口径1/4 徴

SK54 磁 火入れ 肥前 ヨ(105)、 底70、 高76 口径1/2 微

写真のみ 1233-1 SK54 磁 碗 肥前 ヨ(100) 口緑部破片 微

磁 紅皿 肥前 ヨ62、 底29、 高24 ほぼ完形 徴

334 1079 SK53 磁 皿 肥前 コ(194)、 底(81)、 高43 口径3/7 微

1080 SK53 磁 血 肥前 ヨ140、 底60、 高33 高台径3/5 微

磁 火入れ 肥前 ヨ108、 底72、 高75 口径3/4 微

SK59 磁 火入れ 肥前 ヨ(112)、 底(84)、 高785 口径1/3 微

340 SK53 陶 碗 肥前 ヨ(90)、 底(29)、 高57 口径4/5 微

陶 碗 肥前系 ヨ94 日経1/2 彼

342 1238 SK53 瓦貿 焙婚 ヨ(268) 口径1/5 細

写真のみ SK53 磁 碗 肥前 ヨ(90)、 層 (40) 口径1/3 微

1240‐ 1 磁 小杯 肥前 ヨ(42)、 底(24)、 高26 日径1/3 徹

SK03 磁 小碗 肥前 コ(G6)、 底30、 高96 高合径2/3 微

1240-2 SK03 磁 猪 口 肥前 ヨ(71)、 底(27)、 高37 口径1/3 微

SK03 磁 皿 コ(106)、 底(61)、 高23 口径2/6 微

1240-3 S(03 磁 皿 肥前 コ(136)、 底(82)、 高27 口径1/4 微
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N8/0灰白色 内外 :iOGY7/1明 緑灰色
写磁皿

75Y8/1灰 白色 外 :75Y7/2灰 白th
,5Y2/2オリーブ黒色

5Y7/1灰 自色 雪台内 :無釉

N8/O灰自色
糊透明糊

肉外 10Y8/1灰 白 th
7c中葉 充水・花の文様 大橋Ⅲ期

10RS/4赤 褐色
内外
"OR5/4赤

褐色
口緑部 10R4/1暗赤灰色

スリ目11本 乗岡2期bか

い藤一柳
素回 :

乗岡
`

5YRO/4にぷい橙色
内 :25Y8/2灰日色 ホ底 :無釉

10YR3/2灰自色

2 5YR7/4波 赤橙色
内面 25Y4/4オリーフ褐色 文様 :白色 床面:回転ナデ i平鍋の蓋

N8/0灰自色 釉引OGYa/1明 緑灰色 7c後半～18o中葉 彗文 波佐見V¬ 期

N8/0灰白色
細 :75Y6/3ォ リーフ貢 ～ 青磁

10R6/創こぷい赤橙色 文様 :25Y8/3淡黄色

25Y8/1灰 白色 呉須 :淡暗青色

N8/0灰白色 釉 :10GY7/1明 緑灰色 文様 i淡青色 17c後半～18c中 葉 与磁 草文 釉剥ぎ
SK28出 土と同じ文衛
のものが出土

10YR3/2灰白色
驚薇 :10Y3/2オ リーラ 19c後半以降

良 7 SYR7/4にぷい橙色 注目貼り付け 争花文

N8/0灰自色 呉須 !淡暗青色

N8/0灰自色 具須 :淡明育色 大橋 V期

やや軟 10YR8/3浅 黄橙色

白色 呉須 :淡明青色 1820～ 1860 草花文 丸形碗 大橋 V期

5YR7/4にぷい橙色 外底 :回転ナデ 言合内に「錦光山」の刻印あり

N8/O灰白色 呉須 i淡青色 (橋Ⅳ期

N8ノ 0灰白色 呉須 :淡明青色 1860 太橋 V期

良 5YR7/4にぷい橙

N8/0灰白色 内外 :10Y7/1灰 自色 8c中葉～後半
角側面揮1花文 見込み釉剥ぎコンニヤク

N8/0灰自色 17c後半～18c中 葉 奇磁 波佐見V-1か

N8/O灰白色 呉須 !淡明青色 1780～ 1810頃

自色 釉 :淡明オリーブ灰色
質穣 10Y5/2オ リ 18c末～幕末

N8/O灰自色
細 :透明細

肉外 !106Y8/1明緑灰れ 呉須 :淡青色 18c中葉～19c初頭 皮佐見 V-1・亜

N8/0灰自色 内外 :5GY7/1明緑灰 令花 高台内に僅力Чこ砂付着

N8/0灰白色
RB:10GY8/1明 隷灰色
肉 7 5YRa/2灰 占fL

砂痕あり
,K54焼主層出工府 t
繕合

自色
和 :2 5GY3/1灰 日 :回転ナデ 青磁。高台肉に砂粒付着

N8/0灰白色
和 :2 5GY7/1明 オリーフ灰日
外虞 :25Y7/1灰 白角

外底 :無釉

25Y8/2灰 白色 内外 :5Y7/3浅 黄色 外底 :無釉

良
型

駆

ν

軍
本体上半に煤付着

N8/0灰白色
釉 J OGY7/1明緑灰色
内〔7 5GY8/1明 緑灰色

外 :iOG7/1明 緑灰色

罠須 :淡青色・暗青色 梁付青磁碗

N8/0灰白色 呉須 :淡明青色

N8/0灰白色 呉須 :暗青色 筆文

N9/0灰自色 呉須 :淡暗青色

N8/O灰自色
果 須 :晴言 日 上 篠 ヨ絵

N8/0灰自色 呉須 :淡青色 発継ぎ痕あり
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出土遺物観察表 (5)

磁 皿 肥前 残存 1/⊇ 微

SK03 磁 鉢 肥前 口縁部破片 微

瓦質 口 (100) 口径 i/6 FfE

1209 SK03 胸 僑鉢 堺 明石 口 (364) 口径 1/6 細 (微砂、5～ lcm大の小石を僅かに含む )

SK10 陶 碗 肥前 口(108)、 底(44)、 高56 高台径2/5 微

磁 碗 1日前系 口,09、 底54、 高65 高台完形 微

磁 皿 肥前系 口(75)、 底(45)、 高″2 高台径4/7 微

1209 SK04 磁 皿 肥前 口(308)、 底(194)、 高54 高台径ツ3 級

SK04 磁 ヨ(79)、 底(46)、 高 18 口径 1/4 徴

磁 香炉 一酎 コ68、 底23、 高4, 口径2/3 傲

1145-1 SK04 磁 段重 肥前 コ(139)、 底88、 高57 高合径3/4 微

磁 瓶 肥前 壺42 高台完形 微

胸 衛明Il l 京 信楽系 ヨ(38)、 底30、 高,85 口径 1/2 微

陶 甕 備前 コ(100) 口径 i/1 良(lmm以下の砂粒を含む )

写真のみ 磁 碗 瀬戸美濃 ヨ(30) 口径1/4 微

写真のみ 磁 碗 コ(110) 口径 1/6 微

写真のみ 磁 碗 破片 微

写真のみ 磁 軌 口縁部破片 微

写真のみ 磁 藍 ,まみ42 つまみ径3/4 微

写真のみ 磁 碗 高台ほぼ完形 搬

写真のみ 磁 碗 高台径1/2 微

写真のみ 磁 碗 巨(40) 高台径 1/3 微

写真のみ 磁 皿 84、 底(50)、 高18 口径フ6 微

写真のみ 242 磁 皿 コ(190)、 底(160)、 高50 口縁部破片 微

SK02 磁 藍物 肥前 120、 底 61、 高 69 ほぼ完形 微

磁 猪 口 一制 72、 底 54、 高 SI 口径2/3 微

磁 水滴 1巴前 寄(33) 残存 1/2 微

1144 SK02 磁 鉢 肥前 153、 底 72、 高79 ほぼ完形 微

陶 土瓶 ヨ97、 底
'7、

高
'35

ほぼ完形

陶 徳利 重58、 馬弄(176) ほぼ完形 徽

404 土師質 主鍾 長60、 厚46 ほぼ完形 中(2mm大の石粒稀に含む)

SK02 磁 碗 瀬戸美濃 ヨ(89)、 底(371、 高51 日径 1/3 微

400 磁 碗 瀬戸美濃 コ(90)、 底(39)、 高46 口径 1/3 微

磁 碗 瀬戸美濃 日(31)、 底 33、 高45 口径3/7 細

409 磁 碗 瀬戸美濃 ヨ(39)、 底36、 高46 口径 1/2 微

磁 碗 肥前 口92底36、 高45 口径 1/2 微

SK02 磁 蓋 肥前 登87、 つまみ38、 高29 口径3/4 微

磁 碗 肥前 口98、 底40、 高59 ほぼ完形 微

磁 蓋 肥前 口径1/10 微

SK02 磁 蓋 肥前 蚤90、 つまみ36、 高25 ほぼ完形 徹

磁 小杯 肥前 口(62)、 底(23)、 高(32) 口径 1/3 徽

磁 不明 高台径3/4 微

磁 猪 口 肥前 口69、 底52、 高61 ほIま完形 徽

1005 SK02 磁 紅 皿 肥前 ロフO、 底30、 高33 ほぼ完形 微
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N3/O灰自色
細 :透明細

肉ふ567/1口日鰻正Ⅲ
呉須 :明青色

N8/0灰自色 釉 :透明釉
果 狽 :政言 巴 工 転 :

5Y3/1灰白色
内:N6/O灰 色
外 :5PB3/1暗音灰色

5YR6/41こ ぷい橙色 18c後半～19c

N8/0灰自色 呉須 :淡暗青色 18c後半～19c初 頃

N8/0灰白色
細 :透明細

内外 7 5GY8/1明 緑灰色
呉須 :踏青色 18c末 ～19c前半 氏東碗 大橋 V期

N8/O灰自色
rm:透 明細

肉●I:7 5GY8/1明 緑灰色
呉須 :暗青色 18c後半 斬台「大明年製」の崩し文字

N8/0灰白色 肉外 !7 5GV3/1明 緑灰色
呉須 :淡青色 ヨ縁は波型整形 V期か

N8/O灰自色
細 〔透明細

肉外 :5GY8/1灰 白れ
F絵皿 金箔を施す

N8/O灰自色
コ
旨灰・
「

呉須 !淡明青色 再部下半 :無釉 19初頭～幕末 乱水文、三足 大橋 V期

N8/0灰自色 肉休 7 5GVaハ 閉綴灰 PI
呉須〔暗青色 コ緑部内無釉 蛸唐革 大橋 V期

N8/O灰白色
rIE:透 明細
外:SG7/i明 緑灰色

呉須 :淡青色 内部 :無釉 囀膚革 大橋 V期

N8/0灰自色 外25Y8/1灰 白角
8o後半～19c ミ・信楽系の灯明皿

N6/O灰色 嗚外 :回転ナデ

N8/O灰白色 呉須 :暗青色 18c末 ～19c前 半 喘反碗 波飾り

N8/0灰自色

N8/0灰白色 上絵封OR4/8赤色 赤絵碗

N8/O灰白色
細 :透明細

内外 :2 5GY3/1灰 白色
上絵■OR4/8赤色 赤絵碗

N3/0灰自色
細 :透明細

内外 :5GY8/i灰白色
上絵 10R5/8赤 色 8c後半 r絵蓋

N8/0灰自色 上絵 10R5/8赤 色 8c後半 F絵碗

N8/0灰自色 肉外 :5GY8/1灰白色
上絵 :75R4/4にぷい 卜絵碗

N8/0灰自色 内外 :5GY8/1灰白fb
上絵 10R4/8赤 色 F絵碗

N8/O灰自色
細 :透明細

内外 :,5GY3/1明 緑灰負
上絵 !10R4/6赤 色 干絵皿 文様は1068と 同じ

N7/0灰自色
]

苦反4H
上絵 ,10R5/6赤 色 ∴絵大皿

N8/O灰白色 緑灰任
呉須 :暗青色 石梱の文様、縁部内露胎 大橋 V期

Na/O灰白色 肉 猟 ク5GYA/1阪 白但 呉須 :淡青色 18c中葉～後半 宝珠と矢羽根文 大橋Ⅳ期

N8/0灰白色
XHI:透明lH tt N8/O灰 日色 呉須 :淡暗青色 勺・外底 :無釉 18c末 ～19o前半 k濫

呉須 :BIH青色 見込み内銀杏の文様 大橋 V期か

25Y7/1灰 白色 外(無釉部):10R3/4暗 赤色 噛薬掛けわけ

25Y3/2灰 自色 鉄絵 :黒 本底 :無釉 S多福文様

やや軟
itl印 あり

自色
糊 :透明細

肉択5aフ loH経 匝0 呉須〔明青色 18c末～19c前 半 瑞反碗

N8/0灰自色
釉 :透明細

肉択
^Rフ
/1EH書 匠Ⅲ 具須 :明青色 18c末～19c前 半 結反碗

白色 呉須 :明青色 18c末 ～19c前 半 聡反碗

N8/O灰白色 呉須 :明青色 18c末 ～19c前 半 喘反碗

N8/0灰自色 呉須 :渋青色 1810年頃 大橋 V期

微 N8/1灰白色 呉須 :淡脅色 820～ 1860 大橋 V期

5PB7/1明青灰色
釉 :透明釉
内外 :5B7/1明 音灰

呉須 :淡晴青色 820～ 1860
J字形高台で局台働い。iユ i9が盤 バ稿

N8/0灰自色
釉 :透明釉

菌外 5GV3/1灰 白色
呉須 :明青色

呉須 :明脅色 820～ 1860 (橋 V期

自色 釉 :透明釉 内外 :白色 上絵 !赤 緑 黄 茶色 ヨ絵端反小杯

N8/O灰白色
釉 :透明釉(内・高台内無釉 )

内・高台内:7 5YR3/2灰 自色

外 :7 5GY7/1明 緑灰色

上絵 :赤・青緑・緑色
ヨ絵
言合に3方向の割高合。底部穿孔

N8/0灰白色 呉須 :淡青包 18c中葉～後半
=珠
と矢羽根文 大橋W期

N8/0灰白色 呉須 :淡暗青色
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出上遺物観察表 (6)

磁 皿 肥前 高台完形 微

SK02 磁 ylヽ皿 肥前 77、 底42、 高23 完形 徹

磁 皿 肥前 ヨ●47)、 底91、 高43 高合完形 徽

SK02 磁 大 皿 肥前 ヨ323、 底 175、 高50 ほぼ完形 微

SK02 陶 碗 萩 コ(77)、 底35、 高35 口径2/5 徴

SK02 陶 土瓶 京 信楽系 ヨ66、 底62、 高82 残存1/2 微

SK02 陶 急須 残存4/5 微

SK02 陶 不明 細

陶 花瓶 コ(93)、 底94、 高243 底部完形 微

陶 大 m 瀬戸美濃 口328、 底 160、 高64 口径3/4 微

陶 水鉢 瀬戸美濃
=(208)

高台経1/3 細

1239 SK02 陶 一霊 信楽 口 6' 口径3/4 中(微砂含む)

陶 土瓶藍 口(89)、 最大径(105)、 高(25) 口径1/3 微

441 SK02 陶 鳥鉢 京 信楽系 口(80)、 底(50)、 高54 口径5/9 微

444 土師賃 小 皿 口04、 底36、 高16 完形 中

1194 SK02 土師質 サ ナ 至(126)、 厚10 口径1/3 中

陶 鉢 ヨ310、 底 170、 高 140 底部ほぼ完形 細

陶 暦鉢 明石 堺 コ(380) 口径1/6 細

SK02 陶 種鉢 備前 (310) 口径 1/9 細 (微砂粒含む )

SK02 瓦質 堤炉 中

SK02 土師質 人形 破片 細(雲母多く含む)

460 土師質 いのしし 騨 9、 長53、 高37 ほほ完形 徹

写真のみ 1057 磁 rlヽ 皿 月B前 ヨ80、 底45、 高14 口径 1/3 徹

写真のみ SK02 陶 土瓶 破片 彼

磁 肥前 ヨ138、 底80、 高36 口径7/12 徽

土師質 蓑 筆216 底部4/5 細(微砂含む)
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白色 呉須 :淡青色 見込みに幾何学文

呉須 :暗青色 18o後半 高台内「成化年製」

N3/0灰自色 呉須 :明 青色 18世紀後半
冨台関 I灰化年製」、蛇の 日凹形高含

肉外 :5G7/1明 緑灰色
呉須 :暗青色

N6/0灰色
細 :(内 )自色
択 5Vn4/A未福再 ビラ掛け:自・濃茶色 19c前葉 萩焼きのピラ掛け模様。高合外に砂付着

75YR6/1褐 灰色 呉須 :淡暗青色 外底 :無釉

7 5YR7/alこぷぃ橙色 rD:透明細 困 7 5YR5/41こ 心
文様 i黒 緑 茶 外底 :無釉 9c後半 二絵丸形

5Y7/1灰自色
困外 5G5/1縁炊色+25Y
8/1灰白色

7 5YR7/31こぷい糖色
外・口緑部 :5Y8/2灰 白角

外底 :無釉 ヨ部「イキ」「アイ」の墨書

釉 :透明釉 内外〔灰黄色 文様 :黒褐色 底 :無釉 ec前半 馬の目大皿 塁書あり

75Y3/i灰 自色 釉 :75Y8/3浅黄色 外底 :無釉

天釉地に緑釉を流しかけ・外面に大く強
′`ヘラ劃きで曲線や烈点文による波涛文
い描かれる富田焼きの可能性もある

iOYR8/2灰自色 外 :5YR3/4暗赤褐色 再に付く 内 !ロクロ

25Y7/1灰 白色 ,99の上瓶の蓋

N8/0灰白色 釉 :75Y7/1灰 自色 文様 :10YR4/6褐 色
Ⅲ底 :IIHな し 回転ナ

良 7 5VR3/4浅 黄橙色

良 村外!ナデ

10R4/4赤 褐色 内外 :2 5YR2/3極 暗赤褐色
商れた痕 外 :口縁
邪ナデ 無釉 底 :横

星ね鉢

10R5/8赤 色 内外 :75R3/1暗赤灰色 Bc後 半～19c くリロ12本

N4/0灰色 7c初頭 くり目 乗岡1期 c

良

外 :7 5YR3/1黒 褐色
内 :7 5YR3/2灰 白色～
7 5YR3/4邊 黄幣侵

内i工具痕 外 :ミガ
キ

えJ印あり

良 10YR3/3浅黄糧色
罠:工果による 巽 :

やや硬 5YRO/¶ こぷい橙色 自 黒色 噛薬の掛かつた猪

白色 肉 択 7 SGYn/1 BII緑 辰

“

呉須 :暗青色

10YR7/31こ ぷい黄橙色 蜘
韓
透
‐
粗 肉 :10YR5/3にぷ

絵 :黒・青 茶 緑色

N8/O灰自色
糊 :透明糊

呉須 :淡暗青色 19c初～中 宅の目高台

10YR8/3浅 黄色 トデを横ナデで消す
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出上瓦観察表 (1)
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調 丸瓦部分の調製
焼 成 文機構成 備考

表面 内 面 外面

内 25Y7/1灰白色
外 5YR6/創こぷい権色

連珠文 (推定13)現存16個 巴文 :3条 ユ文の尾は長い。連珠文t密にある。膨りは深い

内外 :NS/O灰色～N3/0晴 灰色 連珠文 !(推定20以上)現存 18個 巳文 3条
]文 の瓦当に占める割合は広い。巳文の珠文は間隔が聞き、尾H

ミく開いていく。連珠文は小さい。

内IN5/O灰 色～NG/0灰 色

外 N5/0灰 色
良 妍 連珠文コ4個 Btt 3条

]文 の瓦当に占める割合は広い。尾は細くて長く、1箇所で接合す

る。連珠文は小ぷりである。

内外 N3/O暗 灰色 甘い 建珠文 8個 Ett 3条 ]文は熊《尾は接合する。連珠文の間隔は開いている。

外
"OYR7/ガ

こぷい資桂色
内コOYR6/1褐 灰色

良 連珠文 24個 巴文 3条
彰りが深い。E文の五当に占める割合は広い。日文は細くて長く
君は開く。連珠文は24個 あり、小さく密にある。

内IN7/0灰 白～N3/0晴 灰色

外 25Y7/1灰白～N3/0晴 灰色
連珠文 12個 B文 3条

]文の珠文は繋がつており、尾は長い。連珠文は12個 あり間隔が

用く。1箇所で鮨傷が見られる。

N5/O灰 色 やや良 遵珠文 :(推定16)現存e個 巴文 3条
巴文は細く,尾は接続する。連珠文はやや大きく密にある。膨りは

良好である。

75Y8/1灰白色 甘い 連珠文 (推定15)現存心個 E文 3条
]文は細く珠文七間隔が開く。連珠女は密にあり、1箇所て苑傷
ド見られる。

75Y3/1灰自色 やや不良 連珠文 15個 巳文 3条
二当の巴文の占める割合は広く、尾も接続する。連珠文は小ぷり
ξ15個 ある。

5Y3/2灰 白色 やや不良 三つ葉唐革文

N6/0～ N4/O灰 色 ヨビキBと布目痕。 艦方向のヘラ角1り痕。 不良 連珠文 1現存0個 E文 B文の尾は長く、連珠文は密にある。

凹凸面 裏画 N7カ 灰白色

瓦当面 SYフ
'灰
白色

やや不良 連珠文 :現存5個 巴文 巳文。文様の膨りは深い。連珠文は間隔が開く。

N6/O灰 色～,SYa/1灰 白色 蓮珠文 !現存7個 巴文 :3条
ヨ文は大<瓦当に占める割合 広ヽい。尾も太く接続する。連珠文
よ密にある。巴文の頭の所に籠傷2個あり

N6わ灰色～75Y8/1灰白色 ョビキ8と布目痕。 碇方向のヘラ肖!り痕。 やや良 連珠文 i現存7個 巳文
里文。巴文の瓦当に占める割合は広い。連珠文は小ぷりで密で
ある。

75Y3/1灰 白色 連珠文 12個 E文 3条
ユ文の五当に占める割合は広い。巴文の珠文も大きく尾も長い

菫珠女は,2個 である。

凸面 75V3/1灰白色
瓦当面 裏面 凹面 NS/0灰 色

連珠文 !現存0個 巳文 里文。巳文は細い。連珠文は小ぷり。

N6/0～ N4/O灰 色 虻方向のヘラ削り痕。 連珠文 :(推 定24)現存5個 巳文
l文。連珠文は小ぶりで脅にある。丸瓦の取り付け位置は瓦当よ
,やや下がる。

7 5Ya/1灰 白色 不良 連珠文 (推定20現存 10個 E文
ヨ文の瓦当に占める割合は広い。巴文は広くて長い。連珠文は電
∈ある。

,SVa/1灰白色 やや不良 連珠文Ⅲ9個 巴文 3条
ヨ文の瓦当に占める割合は広い。巴文は広く長く、尾が接続す

5。 連珠文は19個 あり小さく密にある。

N8ノ O灰 白色～NI/O灰 色 良 連珠文 :(推定 16)現存8個 B文 3条 ]文の珠文部は大きく尾は長い。連珠文は密にある。

75Y9/1灰白色 不良 三つ緊盾軍文

N8/O灰 自色～N6/0灰色 やや不良 下り三つ葉膚草文 書草の蔓は中心から外側へ上下上を向く。

Nフ 0灰自色～N6/O灰 色 良好 打ち出の小槌虐草文 昌貼り付け。

内外 ?SYS/1資灰色～N5/0灰
色

ョビキB痕と布目痕。 陛方向のヘラ削リ 良(やや甘い) 蓮珠文コ6個 巴文 3条 巴文の尾は接合する。連珠文は16個 あり、小さく密にある。

内外〔N2/O黒 色
コビキB痕。縦方向に約7mmの
ヘラ肖】り痕。

碓方向に密なヘラ肖1り痕。 虞好 連珠文 :現存5巴文
巴文は太く尾は短い。蓮珠文も大きく密にある。径19～ 20の釘
穴が2箇 所ある。

内 N2/0黒 色 芥 Ne/0暗 灰色
]ビキB痕と縦方向へl icm幅
)ヘラ削り

髄方向のヘラ削りの後縦横斜
ら方向に指なで

良好 連珠文 12個 巴文 3条
ヨ文の珠文は大きく密なるが尾は短い。連珠文は大きく密であ
る。

表 10YR6/2灰 黄褐色

裏 N3/暗 灰色
良好 輛文唐草文 貢貼り付け。店草文の受は中心から外へ上 下同き。

表 N3/0暗 灰色

豪 N3/0暗 灰包～N2/O黒 色
黄なで 良好 編文唐軍文 04と司館。顕貼り付け。

内外 N2/O黒 色 良好 菊文唐章文

内 N2/0黒 色 外:Ne/0暗灰色 箇所で7mmのヘラ削り痕。 往横方向にナデ。 良野

内 N2/0黒 色 外 N2/0黒 色+
N4/O灰 色 +5Y7/2灰 白色

ユビキB痕に幅5mmの ヘラ削り。 縦方向にヘラ削りの後にナデ。 良好

内 Ne灼 皓灰色

外 N4/0灰 色～N3/0暗 灰色
El方向にナデ。 良好

内外 N2/0黒 色 」ザ状痕。 征方向にヘラ削り。 良好

表 N2/O黒 ～N4/0灰 色

瑛 N2ノ O黒色
宣具瓦

NO/O灰 色 連珠文 12個 B文 3条 ]文は長い。

内外 N70灰 色 良(ややすい) 連珠女 15個 巴文 :3条
ユ文の珠文は大きく、尾は接合する。連珠文は密にあり、妃傷が

らる。

内,25Y7/1灰 白色～N5/O灰 色

外 NSノ 0灰色
不良 連珠文コ8個 巴文 3条

]文は大く、尾は開いている。連珠文は

“

個あり小ぷりで密にあ
る。

内 N3つ 晴灰色

外 25Y7/1灰白色
日輪唐車文 頁は後で貼り付けている。

N5/O灰 色 不良 連珠文 :現存4個 巴文 ヨ文の珠文はかなり大きく連珠文も大きい

N5/O灰 色 連珠文 :現存 i3個 巴文 3条 B文の尾は細く長い。連珠文は密にある。

NO/0灰 色 個いコビキB痕。 健方向に密なヘラ削り痕。 良好 連珠文 (推定15個 )現存8個 巳文 3条 《僚はシヤープて彫りが深い。E文の尾は細く接合する。
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出土瓦観察表 (2)

軒平瓦
やや粗印mm以下の黒色粒子、石お

を多く含む)
7 5YB/1灰 白色

軒丸n やや狙(径 imm以下の石れを含む) 75Y9/1灰 白色

軒丸五 やや密(径 ,mm以下の石れを含む) 7 5Yg/1灰白色

軒丸瓦
やや密(径 lnn以下～2 3mmの 石釉

を含む)
75Y3/1灰 白色

軒丸瓦
やや密(径 imm以下の石爽 石粒を

含む)
,5Y3/i灰 白色

軒丸瓦
密(径lmm以 下の石粒を僅かに含

む)
,5Y3/i灰 白色

軒丸瓦
やや密(径 imm以 下の黒色粒子、■

英を含む) '5YB/1灰
白色

軒平瓦 やや密 ,5YB/1灰 白色

軒平瓦
やや粗(径 lmm以下の石英、石粒、
赤色粕子を多く含む)

,5Y3/1灰 白色

軒丸瓦 良(徹砂、小石を僅かに合む)
'SV3/1灰

白色

軒丸瓦 密 75Y8/1灰 白色

軒丸瓦
鬱(径 lmm以下の石英をまばらにf

む)
75Y8/1灰由色

軒平瓦
やや粗(径 lmm以下の赤色粒子を

多く含む)
75V8/1灰白色

軒丸瓦 密 ,5Y3/1灰 白色

軒丸瓦
ややIE(径 Imm程の黒色、赤色粒子

を含む)
75Y3/1灰白色

軒丸瓦
ややれ(径lmm～3mmの赤色粒子、
黒色粒子、石英を含む)

75Y8/1灰自色

軒丸瓦
やや粗(径 lmm以下の石英、石雛
黒色粒子を多く含む)

75Y3/1灰白色

軒丸瓦 密 ,5Y3/i灰白色

軒丸瓦 密 7 5γ a/1灰 自色

軒丸瓦 密 ,SY8/1灰白色

軒丸瓦
やや密(径 lmm以下の石粒を使か

に含む)
75Y8/i灰白色

軒丸互
やや密(径 Inm以下の黒色粒子、石
れを使かに含む)

75Y3/i灰白色

軒丸瓦
やや密(径 lmm以下の石英、石釉を

含む)
75Y3/1灰白色

軒丸互 密 75Y3/1灰白色

軒丸瓦
やや密(径 imm以下の石英 赤色鶏

子を含む)
25Y3/2灰白色

軒丸瓦
やや密(径 lmm以下の黒色粒子を

含む)
75Y3/1灰白色

軒丸瓦 密 7 SY8/1灰 白色

軒丸瓦 密 75Y3/1灰白色

軒丸瓦 5Y3/1灰 白色

軒丸瓦 ,5Y3/1灰自色

軒丸瓦 密 ,SY3/1灰白色

軒丸瓦 ,5Y8/1灰自色

軒丸瓦 密 7 5YB/1灰 白色

軒丸瓦 密 ,5YB/1灰 白色

軒丸瓦 75Y3/1灰 白色

軒丸瓦 密
'5Y3/i灰

白色

軒丸瓦 やや密 灰白色

軒丸瓦 密 7 6YR3/i灰 自色

軒上瓦 密 ,5YRe/1灰 白色
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N5/0灰 色 やや良 唐草文 風貼り付け

iOYR6/1掲 灰色 ゴザ状痕。 証方向にヘラ削り痕。 やや不良 連珠文 :0個 巴文 3条 ]文の尾は長い。連珠文は9個ある。

瓦当面 75Y3/i灰自色
要面 Na/o灰 白より淡い

連珠文 :現存Gtt Btt 3条 B文の尾は接続する。el文 や連珠文は明瞭である。

瓦当面 75Y8/i灰白色
凸面 裏画 N6/O灰 白色

不 良 連珠文 :e個 巴文Ⅲ3条
C当面に占める巳文の面積は広く尾も長<接続する。連珠文は9

回あり、間隔は開く。

,Sy8ノ i灰白色
凹画 N6/0～ NO/0灰 色

縦方向にヘラ肖!り痕。 甘い 連珠文 15個 E3文 :3条
二当面に占める巴文の面積は広く、尾も長い。連珠文は,51回で密
こあり、連珠文のe箇所で死傷がみられる。

N70灰 色 布目痕。 礎方 lanに ヘラ肖】り反。 甘い 蓮珠文 (推定16個 )現存8点 巴文 3条
二当面のB文の占める割合は広く、B文の珠文は大きい。連珠女
表小ぷりで密にある。

瓦当面 墓面 75Y8/1灰 白色 コビキB痕。 従方向にヘラ削り痕。 やや不麦 連珠文 :8個 巴文 :3条 里文は細く短い。連珠文は8個あり間隔が開いている。

Nν O灰 白色～N6/O灰 色 二つ葉唐章文 雪草の蔓は中心から外側へ下 上へ向く。

色 凸面 N5/O灰 色 やや不良 三つ葉唐草文 買魅り付け。

内外 N4/O灰 色 良 連珠文 :(推定24個)現存8個 B文 ヨ文の珠文はひらいている。連珠文七小ぶりで密にある。

色 裏面:5Y3/2灰 白色～N6/O やや不良 連珠文 (推定8個 )現存0個 巳文 :3条 ]文は細くて長く、尾が接続する。連珠文は小さく間隔が開く。

瓦当 凸面:NB/0～ N7/O灰 白色

裏面 四面:N6/O灰色
霊方向に密なヘラ削り反。 やや良 連珠文 :現存4個 巴文

]文は細くて長く、尾が接続する。連珠文は270よりやや大きく間
扁が開く。

NO/0灰 色～N8/0反 自色 虐草文 書草文軒平瓦。顎賠り付け。

NO/0灰 色 やや良 連珠文 24個 巳文 3条
E文は瓦当に占める割合は広く、細くて長い。連珠文t24個ありJ
さく密にある。タイプ的に古い瓦である。

N5灼灰色 やや不良 連珠文 i現存Stt E文 ′ヽ。連珠文は0個あり小ぷりて間隔は聞く。3箇所て籠傷が見られ

N6/O灰 色 やや良 連珠文 9個 巴文 3条 79と 同籠瓦

N5/O灰 色 やや不良 連珠文 8個 巴文 3条
ヨ文の珠文は大きく、尾は短く結合する。連珠文は8個 あり間隔は

隔いている。

N6/O灰 色 良好 連珠文 :8個 巳文 :3条
ユ文の珠文は大きく尾七長く接続する。蓮珠文は8個 あり、大きく

罰隔は開く。連珠文には苑傷がある。

N6ノ 0灰色～Ne/0灰 白色 やや不良 連珠文 6個 巳文 ■文は長く接続する。連珠文は小さく密にある。

N8/0～ Nフ 0灰白色 連珠文 :0個 E文 3条
Ft当内での日文の占める割合は大きく、E文 は細《長く尾で接続
する。連珠文は小さく0個 あり問臨は開く。影りは浅い。

,5Y7/,灰 白～NeyO灰 色 やや良

"
連珠文 (推定12個 )現存8個 巳文 3条 ]文 は細く、尾は接続する。連珠文は小さく間隔は開いている。

,5Y7/1灰 白～N6/0灰 色 縦方向の密なヘラ肖〕りFR。 やや不良 連珠文コ0個 巴文 3条 ]文で尾は長い。連珠文は16個 あり、小さく密にある。

N6/O灰 色～N8/O灰 白色 やや良 連珠文 !現寄4個 巳文 ]文は細<長い。連珠文は小さくやや開く。

N7ノ 0灰白色～N5/0灰 色 良 野 連珠文 8個 巴文 3条
レリは深い。連珠文は8個あり大きく間隔が開く。1箇所苑傷がみ
,れる。

N4/O灰 色 連珠文 :現存9個 巴文 3条 ヨ文の尾は接合する。

NS/O灰 色 良好 連珠文 :B個 巳文 :3条
里文の尾は接合する。連珠文は8個 あり間隔が開いている。連珠

ての1箇所に籠傷がある。

N4/0灰 色 従方向に密なヘラ削り痕。 連珠文,個 巳文 3条 里文は大く短い。蓮珠文は7個あり大きく間隔が開く。

NVO灰 色 良好 連珠文コ2個 E文 3条
ヨ文は361よ り太くて小さく短い。連珠文は12個あり大きく密にあ

N6/0灰 色 良好 連珠文 :8個 巴文 :3条 ]文は細<長い。連珠文は8個あり大きく間隔力く開く。

N5カ灰色 連珠文 :現存5個 巴文 ヨ文。E文は太く短い。連珠文は大きく密である。

NS/0灰 色～N7/O灰 白色 不良 速珠文 i現存2個 巴文 ヨ文。巳文は太く、連珠文はやや間隔が開く。

N8/0～ N7/0灰 白色 やや不良 連珠文 :現存4個 巳文t条
巴文。E文は長い。連珠文は大きく密にある。お傷は多く見られ
る。

瓦当 裏面IN4/O灰色 良好 連珠文 :現存G個 巴文 ]文 は短い。連珠文は大きく間隔が密。

瓦当・豪面:N4/O灰 色 良好 連珠文 :現存6個 巴文 ]は太く短い。連珠文は大きく間隔は密。

五当,裏面 N4/0灰 色 長好 連珠文 :現存4個 巴文 2条 室珠文は大きく、間隔は狭い。

N7ノ O灰白色 良好 連珠文 :Btt E文 3条 ]文の間隔は広く短い。連珠文は大きく間隔は広く8個 ある。

5PB7/1明 青灰色～SEI/1晴 晋
灰色

虞好 蓮珠文 8個 日文 :3条 巴文は短い。連珠文は大きく間隔が広い。

N7ノ O～ N8ね 灰白色
正当側に11箇所の幅約5mmの

ラヽ肖1り痕。
艦方向のヘラ削りが残る。 良好 連珠文 :現存6個 巴文 3条

E文は小さく密である。連珠文は大きく、間隔は密。径1 7cmの釘
穴あり。

SPB4/1暗音灰色 良好
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出土遺物図版 1～ 22
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遺構写真図版 4
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41 SK87・ 88 完掘 南から

43 SK90 完掘 東から
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42 SK20土 層 西から
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44 SK05 完堀 南から
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47 SD10 北から遺物散布状況

46 SD10 H SX04 完堀】しから
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48 SD10,SK52 検出 東から
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50 SD10 石列取外 し 北から49 SD10・ SK52 検出 北から

52 SP12F西 から51 SK56・ SPll日 SP12 完堀 】しから

53 SK49,50(SX20の周囲)南 から

55 SK53・ 54西から 56 SK03 完堀 東から
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57 SK10 完堀 東から
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58 SK04他 遺構検出状況 南から
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59 SK02東 西土層 南から 60 SX12検 出状況
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SK40 完掘 東から


